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Ⅰ 調査概要 

 

１.調査の目的 

 本調査は、令和２年度（２０２０年度）から令和１１年度（２０２９年度）までの１０年間のまちづくりの基本的な方針

を定める「第６次太子町総合計画（第３次まち・ひと・しごと創生総合戦略）」の改定及び令和６年度施行予定の

「第５次男女共同参画プラン」の策定を進めるにあたり、町民の皆さまのご意見を把握し、計画改定・策定の基

礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

２.調査の設計 

 

調査対象 調査期間 調査方法 

１８歳以上の住民３,０００人を 

住民基本台帳登録者の中から

無作為抽出 

令和３年７月１２日～ 

令和３年８月４日 
郵送配布・郵送回収 

 

３.回収状況 

 

配布数 有効回収数 有効回収率 

３,０００件 １,０２２件 ３４.１％ 

 

４.報告書を見る際の注意事項 

 

〇回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示しています。 

〇回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入

したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が「１００.

０％」にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

〇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答

数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が「１００.０％」を超える場合があります。 

〇表については、報告書内で注目している箇所に網掛けをしています。 

〇年代別における１８・１９歳（n＝１０）など、サンプル数が少ないものについてはコメントを割愛しています。 

〇本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

〇表中において、「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 
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51.8 47.7

0.1

0.5

女性 男性

その他

無回答
全体
(n=1,022)

(%)

0 20 40 60 80 100

1.0

7.8 12.1 13.0 17.3 23.1 25.3
0.3

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
無回答

全体
(n=1,022)

(%)

0 20 40 60 80 100

0.9

1.0

9.1

6.6

14.2

9.9

14.2

11.7

18.5

16.2

21.9

24.4

21.0

30.2

0.2

0.0

女性(n=529)

男性(n=487)

18・19歳

20～29歳

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳

70歳以上

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

Ⅱ 調査結果 

 

<総合計画に関するアンケート調査結果> 

※男女共同参画に関する設問のみ抜粋しております。 

１.あなた自身のことについて 

 

問１ 性別 

問１. あなたの性別は。（〇は１つ。身体的な性別、またはご自身で思われる性別をお答えください） 

 

・回答者の性別は、「女性」が 51.８%、「男性」が 47.７%となっています。 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢 

問２. あなたの年齢は。（〇は１つ。令和５年７月１日現在の年齢をお答えください） 

 

・回答者の年齢は、「７０歳以上」が 25.3％と最も高く、次いで「60～69 歳」が 23.1%、「５０～５９歳」が

17.3%となっており、これらを合わせた『50歳以上』の合計が全体の６５.７%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、７０歳以上では男性の割合が女性よりも９.２ポイント高くなっています。 
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問３ 所属している自治会名 

問３. あなたが所属されている自治会の名前をご記入ください。 

※わからない場合は、ご自宅の郵便番号をご記入ください。 

 

・自治会については、「矢田部」が 6.1%と最も高く、次いで「北之町」が 5.1%、「東保」が５.０%となっています。 

  

町名 回答者数 割合(%) 町名 回答者数 割合(%)

矢田部 49 6.1 聖徳台 7 0.9
北之町 41 5.1 広坂 7 0.9
東保 40 5.0 船代 6 0.7
立岡 37 4.6 岩見構下 6 0.7
東南 35 4.4 沖代 6 0.7
田中 33 4.1 米田 6 0.7
馬場 29 3.6 平方 6 0.7
東本町 27 3.4 松ヶ下 6 0.7
福地 26 3.2 岩見構上 5 0.6
老原 24 3.0 竹広南 5 0.6
蓮常寺 24 3.0 糸井池 5 0.6
町与 21 2.6 天満山 5 0.6
太子苑 21 2.6 天満山県住 5 0.6
糸井北 18 2.2 松尾 5 0.6
川島 16 2.0 間野 4 0.5
中出 15 1.9 沼田 4 0.5
東出 15 1.9 北村 4 0.5

東出ヶ丘 14 1.7 下出 4 0.5
糸井南 12 1.5 原池団地 4 0.5
丹生 11 1.4 松田 4 0.5
宮本 10 1.2 仁王前 3 0.4
吉福 10 1.2 出屋敷 3 0.4
西本町 9 1.1 塚森 3 0.4

太子ニュータウン 9 1.1 鼓ヶ原団地 3 0.4
竹広 9 1.1 阿曽 2 0.2
原 9 1.1 糸井池田 2 0.2

美原台 9 1.1 山田 2 0.2
助久 9 1.1 柳 2 0.2
上太田 9 1.1 鵜飼 2 0.2
小田町 8 1.0 王子 2 0.2
新町 8 1.0 上之町 1 0.1
下阿曽 8 1.0 松尾住宅 1 0.1
常全 8 1.0 無回答 49 6.1

総数 802 100.0
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13.6 75.8 10.0

0.3

0.3

結婚していない 既婚、配偶者あり
結婚後、離別または死別

その他

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

100.0

72.5

17.7

15.8

6.8

5.9

0.4

0.0

27.5

77.4

75.9

83.6

83.1

81.1

0.0

0.0

4.0

8.3

9.0

10.6

17.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.8

結婚していない

既婚、配偶者あり

結婚後、離別または死別

その他

無回答
18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

12.3

15.2

72.8

79.1

14.2

5.3

0.4

0.2

0.4

0.2

女性(n=529)

男性(n=487)

結婚していない 既婚、配偶者あり

結婚後、離別または死別

その他

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

問４ 配偶者・パ－トナ－の有無 

問４. あなたは結婚（事実婚を含みます）をしていますか。（〇は１つ） 

 

・配偶者・パートナーの有無については、「既婚、配偶者あり」が 75.8%と最も高く、次いで「結婚していない」が

13.6%、「結婚後、離別または死別」が 10.0%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「結婚後、離別または死別」の割合が高く、１４.２%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、若い年齢層ほど未婚率が高く、高齢層ほど「結婚後、離別または死別」の割合が高い傾向に

あります。 
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45.2 51.2 3.6

共働きをしている 共働きをしていない 無回答

全体(n=775)

(%)
0 20 40 60 80 100

72.7

78.1

77.2

66.9

33.7

7.1

27.3

19.8

20.8

31.1

62.8

86.2

0.0

2.1

2.0

2.0

3.6

6.7

共働きをしている 共働きをしていない
無回答

18・19歳
(n=0)

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

48.3

41.8

47.5

55.1

4.2

3.1

女性(n=385)

男性(n=385)

共働きをしている 共働きをしていない 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

問４－１ 共働きをしているか 

【問４で「２.既婚、配偶者あり」と答えた方におたずねします。】 

問４－１. ご夫婦またはパートナーと共働きをしていますか。（〇は１つ） 

 

・共働きをしているかについては、「共働きをしていない」が 51.2%、「共働きをしている」が 45.2%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

・性別による大きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、49歳以下の年代では「共働きをしている」が７０.０%を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本設問においては、「１８・１９歳」の回答者数が０人であったため、表に記載しておりません。 
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77.7 19.9 2.4

いる いない 無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

16.3

69.4

78.9

83.6

86.0

91.9

100.0

75.0

28.2

19.5

15.8

12.3

5.4

0.0

8.8

2.4

1.5

0.6

1.7

2.7

いる
いない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

80.0

75.2

18.5

21.6

1.5

3.3

女性(n=529)

男性(n=487)

いる いない 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

問５ 子どもの有無 

問５. あなたにはお子さんがおられますか。（〇は１つ） 

 

・子どもの有無については、「いる」が 77.7%、「いない」が 19.9%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、５０歳以上の年齢層では、「いる」が 80.０%を超えています。 
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12.0 8.3 3.8 4.0 4.7 65.7 1.5

就学前
小学生

中学生

高校生

短大、大学、大学院、専修学校などの学生

学校を終えた 無回答

全体(n=794)

(%)

0 20 40 60 80 100

14.4

9.0

8.0

8.5

3.5

4.1

5.2

2.5

5.0

4.4

61.9

70.5

1.9

1.1

女性(n=423)

男性(n=366)

就学前

小学生

中学生

高校生

短大、大学、大学院、専修学校などの学生

学校を終えた 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

問５－１ 一番下の子どもの属性 

【問５で「１.いる」と答えた方におたずねします。】 

問５－１. 一番下のお子さんは次のどれにあたりますか。（〇は１つ） 

 

・一番下の子どもの属性については、「学校を終えた」が 65.7%と最も高く、次いで「就学前」が 12.0%、「小学

生」が 8.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・性別による大きな差はみられません。 
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7.8 32.5 49.3 7.4

2.0

1.0

ひとり暮らし 夫婦のみ 2世代世帯（親と子ども）

3世代世帯（親と子どもと孫）

その他

無回答
全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

92.3

73.3

17.1

1.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=0)

20～29歳
(n=13)

30～39歳
(n=86)

40～49歳
(n=105)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=203)

70歳以上
(n=238)

0.0

0.0

20.9

39.0

4.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

4.7

13.3

6.8

1.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

1.2

18.1

6.8

0.5

0.0

0 20 40 60 80 100

(%)

0.0

0.0

0.0

3.8

18.9

2.0

0.4

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=0)

20～29歳
(n=13)

30～39歳
(n=86)

40～49歳
(n=105)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=203)

70歳以上
(n=238)

0.0

0.0

0.0

4.8

60.1

96.1

97.9

0 20 40 60 80 100

(%)

就学前 小学生 中学生 高校生

短大、大学、大学院、

専修学校などの学生
学校を終えた

・年代別にみると、２０～２９歳で「就学前」が９２.３%となっています。また、４０～４９歳で「小学生」が３９.０%、７

０歳以上で「学校を終えた」が９７.９%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 家族構成 

問 6. あなたの家族構成は。（〇は１つ） 

 

・家族構成については、「2 世代世帯（親と子ども）」が 49.3%と最も高く、次いで「夫婦のみ」が 32.5%、「ひと

り暮らし」が 7.8%となっています。 
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20.0

6.3

2.4

1.5

8.5

8.9

12.0

0.0

15.0

11.3

6.0

22.0

45.8

58.3

60.0

61.3

77.4

82.7

57.1

36.9

20.8

20.0

7.5

6.5

6.8

10.2

6.4

6.9

0.0

6.3

0.8

2.3

1.1

2.1

1.5

0.0

3.8

1.6

0.8

1.1

0.0

0.4

ひとり暮らし

夫婦のみ

2世代世帯（親と子ども）

3世代世帯（親と子どもと孫）

その他

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

8.7

6.8

29.7

35.9

51.8

46.2

7.2

7.8

2.1

1.8

0.6

1.4

女性(n=529)

男性(n=487)

ひとり暮らし 夫婦のみ 2世代世帯（親と子ども）

3世代世帯（親と子どもと孫）

その他

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

7.8 5.2 12.2 16.0 58.4 0.3

5年未満

5～9年

10～19年

20～29年 30年以上 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

・性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、４０～４９歳で「２世代世帯（親と子ども）」が８２.７%、70歳以上で「夫婦のみ」が５８.３%と高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 太子町での居住歴 

問７. あなたは太子町にお住まいになって何年になりますか。（〇は１つ） 

 

・太子町での居住歴については、「３０年以上」が58.4%と最も高く、次いで「20～29年」が 16.0%、「10～19

年」が 12.2%となっています。 
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0.0

26.3

30.6

5.3

4.0

1.7

1.2

0.0

2.5

18.5

7.5

5.6

2.5

0.8

100.0

12.5

12.1

35.3

11.9

7.6

1.5

0.0

58.8

12.1

8.3

28.2

12.7

3.5

0.0

0.0

26.6

43.6

50.3

75.4

91.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5年未満

5～9年

10～19年

20～29年

30年以上

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

9.6

6.0

6.2

4.1

13.0

11.1

18.5

13.3

52.4

65.1

0.2

0.4

女性(n=529)

男性(n=487)

5年未満

5～9年

10～19年

20～29年 30年以上 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

30.9

3.2

5.5 16.5

0.8 1.7

15.9

2.6

20.7

1.5

0.7

会社員・公務員など（常勤）

派遣社員・契約社員など

個人事業主（家族従業員を含む）

パート・アルバイト・内職

農林漁業（家族従業員を含む）

会社・団体の役員

専業主婦・主夫

学生 働いていない

その他

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

・性別にみると、男性は女性よりも「３０年以上」の割合が高く、６５.１%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、３０～３９歳で「５年未満」が３０.６%、４０～４９歳で「１０～１９年」が３５.３%、７０歳以上で「３０

年以上」が９１.９%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 職業 

問８. あなたの主な職業をお答えください。（〇は１つ） 

 

・職業については、「会社員・公務員など（常勤）」が３０.9%と最も高く、次いで「働いていない」が２０.7%、「パ

ート・アルバイト・内職」が１６.5%となっています。 
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21.7

40.7

2.3

4.3

3.6

7.6

25.9

6.6

0.2

1.4

0.6

2.9

29.1

1.2

2.5

2.9

12.9

29.4

0.8

2.3

0.6

0.8

女性(n=529)

男性(n=487)

会社員・公務員など（常勤）

派遣社員・契約社員など

個人事業主（家族従業員を含む）

パート・アルバイト・内職

農林漁業（家族従業員を含む）

会社・団体の役員

専業主婦・主夫 学生

働いていない

その他

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

・性別にみると、女性は男性よりも「パート・アルバイト・内職」が 19.3ポイント高く、男性は女性よりも「会社員・

公務員など（常勤）」が 19.0ポイント高くなっています。 
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30.0

48.8

56.5

54.1

44.6

19.5

1.9

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

3.8

2.4

3.8

4.0

4.7

1.5

0 20 40 60 80

0.0

1.3

4.8

2.3

10.7

7.2

3.9

0 20 40 60 80

0.0

8.8

18.5

24.8

23.2

21.2

5.8

0 20 40 60 80
(%)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

2.3

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

0.0

1.6

1.5

1.7

3.0

1.2

0 20 40 60 80

0.0

5.0

11.3

10.5

12.4

21.6

22.0

0 20 40 60 80

60.0

26.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80
(%)

0.0

5.0

4.8

3.0

3.4

20.8

54.8

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

10.0

1.3

0.0

0.0

0.0

1.3

3.9

0 20 40 60 80
(%)

会社員・公務員など

（常勤）

派遣社員・

契約社員など

個人事業主

（家族従業員

を含む）

パート・

アルバイト・内職

農林漁業

（家族従業員を含む）
会社・団体

の役員 専業主婦・主夫 学生

働いていない その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「会社員・公務員など（常勤）」が５６.５%と高くなっています。また、７０歳以上で

「働いていない」が５４.８%と高くなっています。 
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6.5 14.7 59.6 13.0 6.2

すぐにでもしたい

将来したい

するつもりはない

わからない

無回答

全体(n=401)

(%)
0 20 40 60 80 100

6.8

6.1

17.0

11.7

57.4

62.0

14.9

10.4

3.8

9.8

女性(n=235)

男性(n=163)

すぐにでもしたい

将来したい

するつもりはない

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

16.7

10.3

30.0

22.2

17.9

3.0

2.0

83.3

82.8

55.0

38.9

14.3

7.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

32.1

66.0

81.9

0.0

6.9

10.0

38.9

35.7

21.0

5.0

0.0

0.0

5.0

0.0

0.0

3.0

10.6

すぐにでもしたい 将来したい

するつもりはない
わからない

無回答

18・19歳
(n=6)

20～29歳
(n=29)

30～39歳
(n=20)

40～49歳
(n=18)

50～59歳
(n=28)

60～69歳
(n=100)

70歳以上
(n=199)

(%)
0 20 40 60 80 100

問８－１ 今後の就業意欲について 

【問８で「７.専業主婦・主夫」「８.学生」「９.働いていない」と答えた方におたずねします。】 

問８－１. 今後、仕事をしたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

・今後の就業意欲については、「するつもりはない」が５９.6%と最も高く、次いで「将来したい」が１４.7%、「わか

らない」が１３.0%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、２９歳以下では「将来したい」が 80%を超えている一方で、70歳以上では「するつもりはな 

い」が８０%を超えています。 
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14.2 11.7 11.9 29.6 10.9 6.0 15.6

20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=614)

19.9

9.1

17.9

6.3

16.8

7.5

26.1

32.2

5.8

15.6

2.7

9.1

10.7

20.3

20時間未満 20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答

女性
(n=291)

男性
(n=320)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

5.9

17.3

10.4

14.1

15.4

22.6

25.0

3.9

6.7

9.6

12.8

16.2

18.9

0.0

9.8

12.5

13.0

11.4

13.2

9.4

75.0

47.1

32.7

32.2

26.8

27.2

9.4

0.0

15.7

12.5

16.5

10.7

7.4

1.9

0.0

5.9

9.6

4.3

8.7

3.7

1.9

0.0

11.8

8.7

13.9

15.4

16.9

35.8

20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満 40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=51)

30～39歳
(n=104)

40～49歳
(n=115)

50～59歳
(n=149)

60～69歳
(n=136)

70歳以上
(n=53)

(%)
0 20 40 60 80 100

問９ 普段の１週間の就業時間について 

 

・普段の１週間の就業時間については、「40～５０時間未満」が２９.６%と最も高く、次いで「２０時間未満」が 1４.

２%、「３０～４０時間未満」が１１.９%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも普段の１週間の就業時間が短い傾向にあり、「２０時間未満」が１９．９%、「２０

～３０時間未満」が１７.９%、「３０～４０時間未満」が１６.８%となっています。一方で、男性は女性よりも就業時

間が長い傾向にあり、「５０～６０時間」が１５.６%、「６０時間以上」が９.１%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、年代が上がるにつれて「４０～５０時間未満」が低くなる傾向にあり、２０～２９歳で４７.１%と高

い一方で、７０歳以上では９.４%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９～12は、問８で「７.専業主婦・主夫」「８.学生」「９.働いていない」以外を答えた方におたずねします。】 

問９. 普段の１週間の就業時間をお答えください。普段残業や副業をしている場合は、それも含めた１週間の

合計についてご記入ください。 
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13.4 13.5 16.3 30.8 6.2

1.5

18.4

20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満 40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=614)

18.9

8.4

18.9

8.4

21.3

11.6

24.7

36.3

2.1

10.0

0.3

2.5

13.7

22.8

20時間未満 20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答

女性
(n=291)

男性
(n=320)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

7.8

13.5

13.9

13.4

14.0

17.0

25.0

5.9

14.4

7.0

11.4

22.8

15.1

25.0

23.5

15.4

16.5

15.4

14.7

15.1

50.0

41.2

35.6

36.5

34.2

22.8

7.5

0.0

7.8

8.7

11.3

5.4

2.2

1.9

0.0

0.0

1.0

1.7

2.7

1.5

0.0

0.0

13.7

11.5

13.0

17.4

22.1

43.4

20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満 40～50時間未満

50～60時間未満

60時間以上

無回答
18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=51)

30～39歳
(n=104)

40～49歳
(n=115)

50～59歳
(n=149)

60～69歳
(n=136)

70歳以上
(n=53)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１０ 希望する１週間の就業時間について 

問１０. 勤め先で希望する時間だけ働けるとすれば、１週間に何時間ぐらい働きたいかについてご記入くださ

い。 

 

・希望する１週間の就業時間については、「40～５０時間未満」が３０.８%と最も高く、次いで「30～４０時間未満」

が 16.3%、「２０～３０時間未満」が１３.５%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも希望する１週間の就業時間が短い傾向にあり、「２０時間未満」と「２０～３０時

間未満」がそれぞれ１８.９%、「３０～４０時間未満」が２１.３%となっています。一方で、男性は女性よりも就業時

間が長い傾向にあり、「４０～５０時間」が３６.３%、「５０～６０時間」が１０.０%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、４０～４９歳で「５０～６０時間未満」が１１.３%、６０～６９歳で「２０～３０時間未満」が２２.８%と

他の年代より高くなっています。 
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51.8 36.6 11.6

行われている 行われていない 無回答

全体(n=614)

(%)
0 20 40 60 80 100

50.0

58.8

67.3

54.8

53.0

44.9

22.6

25.0

29.4

26.9

36.5

36.9

43.4

45.3

25.0

11.8

5.8

8.7

10.1

11.8

32.1

行われている 行われていない 無回答

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=51)

30～39歳
(n=104)

40～49歳
(n=115)

50～59歳
(n=149)

60～69歳
(n=136)

70歳以上
(n=53)

(%)
0 20 40 60 80 100

69.9

69.7

12.5

35.5

0.0

29.4

13.3

20.3

24.2

66.1

57.4

50.0

64.7

26.7

9.8

6.1

21.4

7.1

50.0

5.9

60.0

行われている 行われていない 無回答

会社員・公務員など（常勤）
(n=316)

派遣社員・契約社員など
(n=33)

個人事業主（家族従業員を含む）
(n=56)

パート・アルバイト・内職
(n=169)

農林漁業（家族従業員を含む）
(n=8)

会社・団体の役員
(n=17)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１１ 職場でのメンタルヘルス対策の有無について 

問 11. あなたの勤め先では、メンタルヘルス対策（ストレスチェックの実施、相談窓口の設置など）が行われ

ていますか。（〇は１つ） 

 

・メンタルヘルス対策については、「行われている」が 51.8%、「行われていない」が 36.6%となっています。 

 

 

 

 

・年代別にみると、「行われている」は３０～３９歳で６７.３%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職業別（「７. 専業主婦・主夫」、「８. 学生」、「９. 働いていない」を除く）にみると、「会社員・公務員など（常

勤）」で「行われている」が６９.９%、「派遣社員・契約社員など」で６９．７%と高くなっています。一方で、「個人事

業主（家族従業員を含む）」で「行われていない」が６６.１%と高くなっています。 
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1.1 2.4

6.7 78.8 10.9

毎日

週数回

月数回 したことがない 無回答

全体(n=614)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

1.9

0.9

2.0

0.7

0.0

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=51)

30～39歳
(n=104)

40～49歳
(n=115)

50～59歳
(n=149)

60～69歳
(n=136)

70歳以上
(n=53)

0.0

0.0

1.9

2.6

2.7

3.7

1.9

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

7.7

2.6

9.4

7.4

11.3

0 20 40 60 80 100

100.0

86.3

82.7

84.3

77.2

76.5

60.4

0 20 40 60 80 100
(%)

毎日 週数回 月数回 したことがない

0.9

3.0

3.6

0.6

0.0

0.0

0.0

3.5

3.0

0.0

0.0

0.0

11.8

6.7

9.5

0.0

5.4

2.4

0.0

17.6

6.7

76.6

87.9

71.4

89.9

50.0

64.7

40.0

9.5

6.1

19.6

7.1

50.0

5.9

46.7

毎日

週数回

月数回 したことがない 無回答

会社員・公務員など（常勤）
(n=316)

派遣社員・契約社員など
(n=33)

個人事業主（家族従業員を含む）
(n=56)

パート・アルバイト・内職
(n=169)

農林漁業（家族従業員を含む）
(n=8)

会社・団体の役員
(n=17)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１２ テレワ－クの実施状況 

問 12. あなたのテレワークの実施状況をお答えください。（〇は１つ） 

 

・テレワークの実施状況については、「したことがない」が７８.8%と最も高くなっています。また、「毎日」、「週数

回」、「月数回」を合わせた『したことがある』は１０.2%となっています。 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、４９歳以下の世代では「したことがない」が８０.０%を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職業別（「７. 専業主婦・主夫」、「８. 学生」、「９. 働いていない」を除く）にみると、「会社・団体の役員」で「週

数回」が１１.８%と高くなっています。また、「パート・アルバイト・内職」で「したことがない」が８９.９%と高くなって

います。 
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3.2

2.8

2.6

1.6

3.0

2.5

4.8

3.8

2.3

1.8

1.8

3.4

2.5

3.9

4.2

2.1

10.6

12.3

9.9

8.2

12.0

11.4

12.4

10.4

8.1

4.9

7.8

9.3

13.4

16.8

13.3

10.1

61.8

70.2

71.6

73.7

69.5

72.2

64.8

64.3

68.2

81.4

76.5

72.8

71.6

68.6

72.8

78.5

18.2

9.8

11.1

11.9

10.7

9.1

11.1

14.3

13.1

6.2

8.0

9.1

5.2

3.3

2.2

2.7

3.6

2.7

2.3

2.6

2.7

1.9

2.4

2.8

2.7

1.6

1.8

1.5

1.2

0.7

0.6

0.9

2.5

2.2

2.4

2.0

2.1

2.9

4.5

4.4

5.5

4.2

4.1

3.9

6.1

6.7

6.9

5.8

不満

やや不満

普通 まあ満足

満足

無回答

6町の公共的施設の整備状況（設備を含む）

12地震、台風などの自然災害に対する防災対策

14防犯対策、防犯活動

15健康づくり、介護予防

17高齢者のための福祉

18障がいのある人のための福祉

19子育てのための施策

20保育所や幼稚園、認定こども園などの整備

22小学校や中学校（教育施設）の整備

28人権を守るための取組

29地域のつながり

30地域コミュニティ活動（自治会活動など）

32働きやすい雇用環境の整備

36移住や地元定着の取組

37出会いの場の提供などの結婚支援

38住民参画のまちづくりへの取組

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

２.生活環境・まちの施策について 

 

問１３ 太子町の生活環境等について、現在の満足度と今後の重要度 

問 13. 次にあげる項目について、①現在の生活の中でどの程度満足していますか。また、②将来に向けて重

要な項目だと思いますか。それぞれについて、あてはまるものを１つずつ選んで番号に○をつけてく

ださい。 

※問１３のうち男女共同参画に関する項目を抜粋しております。 

 

・現在の満足度について、「満足」と「まあ満足」を合わせた『満足』は、「６ 町の公共的施設の整備状況（設備を

含む）」が２１.８%と最も高く、次いで「２０ 保育所や幼稚園、認定こども園などの整備」が１７.１%、「２２ 小学校

や中学校（教育施設）の整備」が１５.８%となっています。 

一方、「不満」と「やや不満」を合わせた『不満』は、「３６ 移住や地元定着の取組」が２０.７%と最も高く、次い

で「３７ 出会いの場の提供などの結婚支援」が１７.５%、「１９ 子育てのための施策」が１７.２%となっています。 

 

<①現在の満足度> 
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0.6

0.4

0.3

0.2

0.6

0.2

0.8

0.7

0.7

0.9

1.0

2.1

0.5

1.2

2.6

1.4

2.6

1.9

1.5

1.9

3.3

2.9

2.3

2.2

1.7

2.3

2.4

5.4

2.0

4.1

5.2

3.5

48.9

32.9

35.9

39.5

32.4

36.3

30.9

36.2

37.2

56.0

52.0

53.7

42.6

48.7

54.5

58.3

26.0

28.2

28.7

31.4

30.6

29.8

27.3

27.8

28.6

19.1

24.4

20.0

27.0

23.0

17.9

18.5

14.3

29.4

26.1

19.9

26.3

23.0

30.7

25.0

22.7

11.2

9.9

8.6

16.5

11.4

7.9

7.2

7.5

7.3

7.5

7.1

6.8

7.7

8.0

8.2

9.2

10.7

10.4

10.3

11.4

11.6

11.8

11.1

不要

やや不要

普通 まあ重要 重要 無回答

6町の公共的施設の整備状況（設備を含む）

12地震、台風などの自然災害に対する防災対策

14防犯対策、防犯活動

15健康づくり、介護予防

17高齢者のための福祉

18障がいのある人のための福祉

19子育てのための施策

20保育所や幼稚園、認定こども園などの整備

22小学校や中学校（教育施設）の整備

28人権を守るための取組

29地域のつながり

30地域コミュニティ活動（自治会活動など）

32働きやすい雇用環境の整備

36移住や地元定着の取組

37出会いの場の提供などの結婚支援

38住民参画のまちづくりへの取組

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

・今後の重要度について、「重要」と「まあ重要」を合わせた『重要』は、「１９ 子育てのための施策」が５８.０%と

最も高く、次いで「１２ 地震、台風などの自然災害に対する防災対策」が５７.６%、「１７ 高齢者のための福祉」

が５６.９%となっています。 

 一方、「不要」と「やや不要」を合わせた『不要』は、すべての項目で８%未満となっています。 

 

<今後の重要度> 
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30.0

28.0

19.5

19.1

27.2

6.7

18.4

5.2

5.9

1.6

0 10 20 30 40

生まれたときから住んでいるから

親（子）など親族が近くに住んでいる、または一緒に住んでいるから

もともと配偶者が町内に住んでいたから

通勤、通学に便利だから

買い物、生活に便利だから

土地や住居代、家賃が安いから

住環境が良いから

仕事や商売の関係上、適した場所だから

その他

無回答

(%)

全体(n=1,022)

３.太子町への居住意向について 

 

問１５ 太子町に住んでいる理由 

問 15. あなたが太子町に現在住んでいる理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

・太子町に現在住んでいる理由について、「生まれたときから住んでいるから」が３０.０%と最も高く、次いで「親

（子）など親族が近くに住んでいる、または一緒に住んでいるから」が２８.０%、「買い物、生活に便利だから」が 

２７.２%となっています。 
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100.0

50.0

25.0

36.8

29.9

25.4

24.3

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

43.8

36.3

36.1

28.8

23.3

19.7

0 20 40 60 80 100

0.0

7.5

17.7

16.5

22.6

26.7

17.4

0 20 40 60 80 100

0.0

12.5

30.6

21.1

20.9

16.1

17.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

18.8

29.8

31.6

20.3

28.8

30.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

6.3

12.9

9.0

4.0

5.5

5.8

0 20 40 60 80 100

0.0

15.0

16.9

15.0

15.3

16.5

26.6

0 20 40 60 80 100

0.0

6.3

7.3

2.3

7.3

3.4

5.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

1.3

3.2

2.3

6.2

7.6

8.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(MA%)

生まれたときから

住んでいるから

親（子）など親族

が近くに住んで

いる、または一緒

に住んでいるから

もともと配偶者が

町内に住んでいた

から

通勤、通学に便利

だから

買い物、生活に

便利だから

土地や住居代、

家賃が安いから

住環境が

良いから

仕事や商売の

関係上、適した

場所だから

その他

・年代別にみると、20～２９歳で「生まれたときから住んでいるから」が５０.０%と高くなっています。また、３０～

３９歳で「通勤、通学に便利だから」が３０.６%と他の年代より高くなっています。 
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51.9 32.2

1.5

3.6 9.0 1.9

ずっと住み続けたい 当分の間は住み続けたい

太子町内で転居したい

太子町外に転居したい

わからない

無回答
全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

27.5

45.2

41.4

46.9

57.6

68.0

30.0

42.5

41.1

46.6

35.6

27.5

19.7

10.0

0.0

1.6

0.8

1.1

1.7

1.9

20.0

8.8

2.4

3.0

5.1

3.0

1.5

30.0

21.3

9.7

7.5

10.2

8.5

4.2

0.0

0.0

0.0

0.8

1.1

1.7

4.6

ずっと住み続けたい

当分の間は住み続けたい

太子町内で転居したい

太子町外に転居したい

わからない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１６ 今後の居住意向について 

問 16. あなたは今後も現在お住まいの場所に住み続けたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

・今後の居住意向については、「ずっと住み続けたい」が５１.９%と最も高く、次いで「当分の間は住み続けたい」

が３２.２%、「わからない」が９.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、７０歳以上で「ずっと住み続けたい」が６８.０%、４０～４９歳で「当分の間は住み続けたい」が４

６.６%と高くなっています。 
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31.0

47.4

22.1

47.4

29.0

5.9

1.5

4.5

6.3

1.5

0 10 20 30 40 50

友人や地域のつながりが大切だから

親（子）など親族が近くに住んでいる、または一緒に住んでいるから

通勤や通学に便利だから

買い物や生活に便利だから

住環境がいいから

仕事や商売の関係上、適した場所だから

子育て支援や学校教育に満足しているから

保険や医療、福祉サービスが整っているから

その他

無回答

(%)
全体(n=859)

問１６－１ 住み続けたい理由 

【問 16で「１.ずっと住み続けたい」または「２.当分の間は住み続けたい」と答えた方におたずねします。】 

問 16－1. 住み続けたい理由は何ですか。（〇は３つまで） 

 

・住み続けたい理由については、「親（子）など親族が近くに住んでいる、または一緒に住んでいるから」と「買い

物や生活に便利だから」がそれぞれ４７.４%と最も高く、次いで「友人や地域のつながりが大切だから」が３１.

０%、「住環境がいいから」が２９.０%となっています。 
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75.0

26.8

25.2

24.8

20.5

29.9

44.9

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=56)

30～39歳
(n=107)

40～49歳
(n=117)

50～59歳
(n=146)

60～69歳
(n=201)

70歳以上
(n=227)

50.0

64.3

51.4

53.8

50.7

43.8

39.2

0 20 40 60 80

0.0

28.6

43.9

29.9

26.7

15.4

9.7

0 20 40 60 80

50.0

53.6

48.6

47.0

43.8

47.3

48.0

0 20 40 60 80
(MA%)

0.0

32.1

22.4

22.2

27.4

29.4

36.1

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=56)

30～39歳
(n=107)

40～49歳
(n=117)

50～59歳
(n=146)

60～69歳
(n=201)

70歳以上
(n=227)

0.0

7.1

10.3

5.1

8.2

5.5

3.1

0 20 40 60 80

0.0

1.8

5.6

2.6

0.0

1.0

0.4

0 20 40 60 80

0.0

1.8

3.7

2.6

2.1

3.5

9.3

0 20 40 60 80
(MA%)

0.0

0.0

8.4

5.1

8.2

9.0

4.0

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20～29歳
(n=56)

30～39歳
(n=107)

40～49歳
(n=117)

50～59歳
(n=146)

60～69歳
(n=201)

70歳以上
(n=227)

(MA%)

友人や地域の

つながりが

大切だから

親（子）など親族

が近くに住んで

いる、または一緒

に住んでいるから

通勤や通学に便利

だから

買い物や生活に

便利だから

住環境が

いいから

仕事や商売の

関係上、適した

場所だから

子育て支援や

学校教育に満足

しているから

保険や医療、

福祉サービスが

整っているから

その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「通勤や通学に便利だから」が４３.９%、７０歳以上で「友人や地域のつながりが

大切だから」が４４.９%と他の年代より高くなっています。 
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13.5

11.5

21.2

19.2

42.3

17.3

7.7

21.2

15.4

1.9

0 10 20 30 40 50

友人や地域のつながりがないから

親（子）などの親族が住んでいる地域へ移住したいから

通勤、通学に不便だから

買い物・生活が不便だから

現在の住環境が良くないから

仕事や商売の関係上、適した場所へ移住したいから

移住希望先の子育て支援や学校教育が魅力だと思っているから

保険や医療、福祉サービスが整っている場所へ移住したいから

その他

無回答

(%)
全体(n=52)

問１７ 転居したい理由 

【問 16で「３.太子町内で転居したい」または「４.太子町外に転居したい」と答えた方におたずねします。】 

問 17. 転居したい理由は何ですか。（〇は３つまで） 

 

・転居したい理由については、「現在の住環境が良くないから」が４２.３%と最も高く、次いで「通勤、通学に不便

だから」と「保険や医療、福祉サービスが整っている場所へ移住したいから」がそれぞれ２１.２%となっています。 
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59.9 15.8 8.4 11.3 4.7

愛着を感じている

以前は愛着がなかったが、最近愛着がわいてきた

以前は愛着があったが、最近薄れつつある

愛着を感じていない

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

60.0

63.8

50.0

57.1

55.4

61.9

66.4

0.0

17.5

32.3

15.0

16.4

15.3

8.5

10.0

2.5

6.5

10.5

7.3

10.2

9.3

30.0

16.3

11.3

15.8

16.4

9.7

4.2

0.0

0.0

0.0

1.5

4.5

3.0

11.6

愛着を感じている

以前は愛着がなかったが、最近愛着がわいてきた

以前は愛着があったが、最近薄れつつある

愛着を感じていない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

６.太子町のまちづくりについて 

 

問２６ 太子町に愛着を感じているか 

問 26. あなたは太子町に愛着を感じていますか。（〇は１つ） 

 

・太子町に愛着を感じているかについては、「愛着を感じている」と「以前は愛着がなかったが、最近愛着がわい

てきた」を合わせた『愛着を感じている』が75.7%と約８０.０%を占めており、「愛着を感じていない」が１１.３%、

「以前は愛着があったが、最近薄れつつある」が８.４%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、７０歳以上で「愛着を感じている」が６６.４%と高くなっています。また、３０～３９歳で「以前は

愛着がなかったが、最近愛着がわいてきた」が３２.３%、５０～５９歳で「愛着を感じていない」が１６.４%と他の

年代より高くなっています。 
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9.4 5.7 11.0 16.3 43.5 6.5 7.6

地域の活動などを通じて、

地域の役にたっていると思うとき

文化やスポーツなどの趣味を通じて、仲間の一員だと思うとき

学校や仕事をする環境に恵まれていると感じるとき

伝統ある街並みや豊かな自然に心を和まされるとき

家族や友人との時間を共有したとき

その他

無回答

全体(n=773)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

4.6

5.9

10.4

7.9

12.1

11.3

0.0

0.0

1.0

4.2

2.4

4.9

13.9

33.3

3.1

14.7

20.8

15.7

11.0

3.1

0.0

12.3

5.9

15.6

16.5

21.4

18.6

66.7

70.8

54.9

32.3

44.1

37.9

38.1

0.0

1.5

9.8

7.3

8.7

6.0

5.2

0.0

7.7

7.8

9.4

4.7

6.6

9.8

地域の活動などを通じて、

地域の役にたっていると思うとき

文化やスポーツなどの趣味を通じて、

仲間の一員だと思うとき

学校や仕事をする環境に

恵まれていると感じるとき

伝統ある街並みや豊かな自然に

心を和まされるとき

家族や友人との時間を共有したとき

その他 無回答

18・19歳
(n=6)

20～29歳
(n=65)

30～39歳
(n=102)

40～49歳
(n=96)

50～59歳
(n=127)

60～69歳
(n=182)

70歳以上
(n=194)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２６－１ 太子町に愛着を感じるときについて 

【問 26で「１.愛着を感じている」または「２.以前は愛着がなかったが、最近愛着がわいてきた」と答えた方に 

おたずねします。】 

問 26－1. あなたが太子町に愛着を感じるときはどんなときですか。（〇は１つ） 

 

・太子町に愛着を感じるときについては、「家族や友人との時間を共有したとき」が４３.5%と最も高く、次いで

「伝統ある街並みや豊かな自然に心を和まされるとき」が１６.３%、「学校や仕事をする環境に恵まれていると感

じるとき」が１１.０%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、「学校や仕事をする環境に恵まれていると感じるとき」は４０～４９歳で２０.８%と他の年代より

高くなっています。また、「家族や友人との時間を共有したとき」は２０～２９歳で７０.８%と高くなっています。 
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4.4

2.0

3.2

38.4

22.5

8.2

15.0

11.9

16.6

2.3

7.0

0 10 20 30 40 50

シンポジウムやフォーラムなどの講演会や意見交換会への参加

審議会や委員会への公募委員としての参画

パブリックコメント制度を活用した意見の提出

アンケート調査への協力

自治会をはじめとする地域コミュニティ活動への参加

ボランティアやNPO活動への参加

趣味や経験を生かした指導や貢献

参加したくても参加できない

参加したくない

その他

無回答

(%)
全体(n=1,022)

問２７ どのような形で太子町のまちづくりに参加したいか 

問 27. あなたはどのような形で太子町のまちづくりに参加したいと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・どのような形で太子町のまちづくりに参加したいかについては、「アンケート調査への協力」が３８.４%と最も高

く、次いで「自治会をはじめとする地域コミュニティ活動への参加」が２２.5%、「参加したくない」が１６.6%とな

っています。 
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0.0

1.3

2.4

0.0

6.2

5.5

6.6

0 10 20 30 40 50

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

2.5

1.6

0.8

2.8

2.5

1.5

0 10 20 30 40 50

0.0

2.5

4.0

5.3

5.1

2.1

1.9

0 10 20 30 40 50

40.0

38.8

42.7

42.9

45.2

41.1

27.0

0 10 20 30 40 50
(MA%)

0.0

12.5

10.5

19.5

19.2

26.7

32.0

0 10 20 30 40 50

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

10.0

5.6

8.3

7.9

10.2

7.7

0 10 20 30 40 50

20.0

17.5

12.9

15.8

13.0

18.6

12.7

0 10 20 30 40 50

10.0

21.3

8.1

9.0

6.8

9.7

18.1

0 10 20 30 40 50
(MA%)

40.0

17.5

29.0

18.0

19.8

13.1

9.7

0 10 20 30 40 50

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

1.3

2.4

0.8

1.7

1.7

4.2

0 10 20 30 40 50
(MA%)

シンポジウムや

フォーラムなどの講

演会や意見交換会

への参加

審議会や委員会への

公募委員としての

参画

パブリックコメント

制度を活用した

意見の提出

アンケート調査

への協力

自治会をはじめと

する地域コミュニティ

活動への参加

ボランティアや

NPO活動への

参加

趣味や経験を

生かした指導や

貢献

参加したくても

参加できない

参加したくない その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「参加したくない」が２９.０%と他の年代より高くなっています。また、７０歳以上

で「自治会をはじめとする地域コミュニティ活動への参加」が３２.０%と高くなっています。 
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1.3

8.6 80.2 5.6 4.3

夫が取るのがよい

妻が取るのがよい

夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.4

2.3

7.4

10.1

82.2

78.2

5.9

5.1

4.2

4.3

女性(n=529)

男性(n=487)

夫が取るのがよい

妻が取るのがよい

夫も妻も同じように取るのが良い

その他

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

10.0

1.3

0.8

0.8

0.6

1.3

1.9

0.0

10.0

6.5

11.3

12.4

9.3

5.0

90.0

83.8

88.7

79.7

80.8

81.4

73.7

0.0

3.8

4.0

6.8

5.6

5.1

6.6

0.0

1.3

0.0

1.5

0.6

3.0

12.7

夫が取るのがよい

妻が取るのがよい

夫も妻も同じように取るのが良い

その他

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

<男女共同参画に関するアンケート調査結果> 

７.職業生活について 

 

問２８ 育児休業や介護休業について 

問 28. 育児休業や介護休業について、それぞれお答えください。 

<（１）家庭で育児や介護が必要なとき、共働きの夫婦が育児休業や介護休業を取るとしたら、どうするのがよい

と思いますか。（〇は１つ）> 

 

・育児休業や介護休業については、「夫も妻も同じように取るのがよい」が８０.２%と最も高く、次いで「妻が取る

のがよい」が８.６%、「その他」が５.６%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別にみても全体傾向と同様の結果となっており、男女とも育児休業や介護休業は「夫も妻も同じように取る

のがよい」が高く、女性で８２.２%、男性で７８.２%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、３０～３９歳で「夫も妻も同じように取るのがよい」が８８.７%と高くなっています。 
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11.0 58.0 20.0 7.2 3.8

取得したことがある 取得したことがない

必要な状況になったことはない

これまでに仕事をしていない

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

17.0

4.1

48.0

69.4

21.4

18.3

9.6

4.7

4.0

3.5

女性(n=529)

男性(n=487)

取得したことがある 取得したことがない

必要な状況になったことはない

これまでに仕事をしていない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

0.0

7.5

26.6

17.3

12.4

4.7

6.6

20.0

30.0

45.2

60.9

67.8

70.3

55.2

50.0

33.8

25.8

18.0

15.8

18.6

16.2

30.0

28.8

2.4

3.0

3.4

4.2

9.7

0.0

0.0

0.0

0.8

0.6

2.1

12.4

取得したことがある

取得したことがない

必要な状況になったことはない

これまでに仕事をしていない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

<（２）実際に、これまでに育児休業・介護休業を取得したことがありますか。（〇は１つ）> 

・「取得したことがない」が 58.0%と最も高く、次いで「必要な状況になったことはない」が２０.０%、「取得したこ

とがある」が１１.０%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、男性は女性よりも「取得したことがない」が高く、６９.４%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、「取得したことがある」は３０～３９歳で２６.６%と他の年代より高くなっています。一方で、「取

得したことがない」は６０～６９歳で７０.３%と高くなっています。 
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3.9

22.9 62.2 7.8 3.1

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

2.1

6.0

22.5

23.0

63.7

61.0

8.1

7.4

3.6

2.7

女性(n=529)

男性(n=487)

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

0.0

3.8

1.6

8.3

1.7

3.8

4.6

10.0

23.8

27.4

24.1

30.5

16.9

20.8

90.0

67.5

66.9

64.7

63.8

68.6

49.0

0.0

5.0

4.0

3.0

3.4

8.9

15.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.7

10.4

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２９ ワ－ク・ライフ・バランスについて 

問 29. 「職場での仕事」と「生活（趣味や家庭での時間など）」の調和を図る『ワーク・ライフ・バランス』という

考え方がありますが、日々の暮らしの中での時間の使い方について、「希望」と「現実」をお答えくだ

さい。 

 

<（１）希望（〇は１つ）> 

・希望については、「仕事と生活をバランスよく」が６２.２%と最も高く、次いで「生活（趣味や家庭での時間など）

を優先」が 22.9%、「わからない」が 7.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、男性は女性よりも「仕事を優先」と回答する割合が高く、６.０%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、「仕事を優先」は４０～４９歳で８.３%と他の年代より高くなっています。また、「仕事と生活を

バランスよく」は６０～６９歳で６８.６%と高くなっています。 
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40.7 14.3 26.9 13.6 4.5

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

35.3

46.6

18.0

10.1

25.7

28.3

16.1

10.9

4.9

4.1

女性(n=529)

男性(n=487)

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)

20.0

32.5

48.4

51.9

50.8

42.8

26.3

10.0

16.3

10.5

17.3

7.9

16.9

16.2

20.0

26.3

29.0

22.6

34.5

28.0

22.0

50.0

25.0

12.1

7.5

5.6

10.2

20.8

0.0

0.0

0.0

0.8

1.1

2.1

14.7

仕事を優先

生活（趣味や家庭での時間など）を優先

仕事と生活をバランスよく

わからない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

<（２）現実（〇は１つ）> 

・現実については、「仕事を優先」が 40.7%と最も高く、次いで「仕事と生活をバランスよく」が 2６.9%、「生活

（趣味や家庭での時間など）を優先」が 14.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、男性は女性よりも「仕事を優先」と回答する割合が高く、４６.６%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、「仕事を優先」は４０～４９歳で５１.９%と高くなっています。 
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17.0

14.5

4.8

18.8

6.2

42.1

4.9

0 10 20 30 40 50

結婚を機に仕事を辞めた

出産を機に仕事を辞めた

家族の介護を機に仕事を辞めた

その他の理由で仕事を辞めた

以前から仕事をしていない

仕事を辞めたことはない

無回答

(%)

全体(n=1,022)

31.4

27.2

7.2

17.6

7.6

20.0

3.6

1.4

0.6

2.3

20.3

4.7

66.1

6.0

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

結婚を機に仕事を辞めた

出産を機に仕事を辞めた

家族の介護を機に仕事を辞めた

その他の理由で仕事を辞めた

以前から仕事をしていない

仕事を辞めたことはない

無回答

(%)

問３０ 結婚・出産・介護を機に仕事を辞めた経験の有無について 

問 30. あなたは、結婚・出産・介護を機に仕事を辞めたことはありますか。（〇はいくつでも） 

 

・結婚・出産・介護を機に仕事を辞めた経験の有無については、「仕事を辞めたことはない」が 42.1%と最も高

く、次いで「その他の理由で仕事を辞めた」が 18.8%、「結婚を機に仕事を辞めた」が 17.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「結婚を機に仕事を辞めた」、「出産を機に仕事を辞めた」、「家族の介護を機

に仕事を辞めた」と回答する割合が高くなっています。一方、男性は女性よりも「仕事を辞めたことはない」と回

答する割合が高く、６６.１%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



35 

 

0.0

3.8

13.7

20.3

27.1

19.9

12.4

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

2.5

20.2

23.3

18.6

15.3

8.1

0 20 40 60

0.0

0.0

1.6

3.8

4.5

10.6

3.5

0 20 40 60

0.0

21.3

20.2

25.6

19.2

15.7

17.4

0 20 40 60
(MA%)

50.0

30.0

1.6

0.8

1.7

3.0

8.1

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

50.0

42.5

48.4

35.3

37.9

43.6

43.2

0 20 40 60
(MA%)

結婚を機に仕事を

辞めた

出産を機に仕事を

辞めた

家族の介護を機に

仕事を辞めた

その他の理由で

仕事を辞めた

以前から仕事を

していない

仕事を辞めた

ことはない

・年代別にみると、５０～５９歳で「結婚を機に仕事を辞めた」が２７.１%、４０～４９歳で「出産を機に仕事を辞め

た」が２３.３%と他の年代より高くなっています。  
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69.7

48.6

28.8

26.7

39.4

32.1

21.9

26.5

45.5

3.7

2.6

2.2

0 20 40 60 80

職場において、男女ともに育児・介護休暇などをとりやすくする

保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実させる

ホームヘルパー制度など福祉サービスを充実させる

気軽に相談できる制度をつくる

パートタイマー・派遣の給与や労働条件をよくする

在宅勤務やフレックスタイム（時間差出勤）をとり入れる

労働時間を短くする

再就職等の支援を充実させる

家族で家事の分担を行う

わからない

その他

無回答

(%)

全体(n=1,022)

問３１ 男女がともに働き続けるために必要なことについて 

問 31. 男女がともに働き続けるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・男女がともに働き続けるために必要なことについては、「職場において、男女ともに育児・介護休暇などをとり

やすくする」が 69.7%と最も高く、次いで「保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実する」が 48.6%、

「家族で家事の分担を行う」が 45.5%となっています。 
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74.1

50.3

30.8

27.2

43.5

32.7

22.5

27.8

52.4

2.5

2.5

2.1

64.9

46.8

26.3

26.1

35.5

31.6

21.4

25.3

37.8

4.9

2.9

2.3

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

職場において、男女ともに育児・介護休暇などをとりやすくする

保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実させる

ホームヘルパー制度など福祉サービスを充実させる

気軽に相談できる制度をつくる

パートタイマー・派遣の給与や労働条件をよくする

在宅勤務やフレックスタイム（時間差出勤）をとり入れる

労働時間を短くする

再就職等の支援を充実させる

家族で家事の分担を行う

わからない

その他

無回答

(%)

・性別にみると、男女ともに「職場において、男女ともに育児・介護休暇などをとりやすくする」が最も高く、女性

で 74.1%、男性で 64.9%となっています。また、「家族で家事の分担を行う」は、女性で５２.4%と男性より１

４.6ポイント高くなっています。 
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80.0

71.3

78.2

61.7

70.6

71.2

66.8

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

50.0

51.3

57.3

53.4

44.1

54.2

39.4

0 20 40 60 80 100

40.0

23.8

25.0

22.6

31.1

36.0

26.6

0 20 40 60 80 100

60.0

23.8

25.0

18.8

21.5

33.5

28.6

0 20 40 60 80 100
(MA%)

50.0

37.5

52.4

45.1

38.4

41.5

29.7

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

40.0

38.8

41.9

35.3

34.5

28.8

25.1

0 20 40 60 80 100

20.0

33.8

39.5

24.1

23.7

17.8

11.2

0 20 40 60 80 100

30.0

28.8

27.4

24.8

29.9

33.1

18.1

0 20 40 60 80 100
(MA%)

40.0

52.5

58.1

54.9

53.1

42.8

30.1

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

2.5

1.6

2.3

1.7

3.4

7.3

0 20 40 60 80 100

0.0

3.8

5.6

3.0

2.8

1.3

1.9

0 20 40 60 80 100
(MA%)

職場において、

男女ともに育児・

介護休暇などを

とりやすくする

保育施設や保育時間

の延長など保育

内容を充実

させる

ホームヘルパー

制度など福祉

サービスを

充実させる

気軽に相談できる

制度をつくる

パートタイマー・

派遣の給与や労働

条件をよくする

在宅勤務やフレック

スタイム（時間差出

勤）をとり入れる

労働時間を

短くする

再就職等の

支援を充実

させる

家族で家事の

分担を行う
わからない その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「家族で家事の分担を行う」が５８.１%と他の年代より高くなっています。 
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29.1

56.9

61.6

45.6

10.6

36.8

28.6

53.2

37.1

31.9

21.7

1.2

3.7

3.1

2.3

0 20 40 60 80

職場のトップが女性の活躍の推進に積極的であること

上司や同僚が、女性が働くことに理解があること

育児・介護との両立に関する職場の支援制度が整っていること

長時間労働の必要がないことや、勤務時間が柔軟であること

身近に活躍している女性（ロールモデル）がいること

仕事が適正に評価されること

仕事の内容にやりがいがあること

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

女性が働き続けることへの女性自身の意識改革

特にない

わからない

その他

無回答

(%)

全体(n=1,022)

問３２ 女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なもの 

問 32. 女性が活躍できる仕事・職場環境にするために、必要なものは何だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なものについては、「育児・介護との両立に関する職場の

支援制度が整っていること」が 61.6%と最も高く、次いで「上司や同僚が、女性が働くことに理解があること」が

56.9%、「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が 53.2%となっています。 
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26.7

59.4

68.4

50.3

10.0

40.3

33.3

56.0

40.6

32.5

21.2

0.4

3.2

3.8

1.9

31.8

54.4

54.2

40.5

11.3

33.3

23.8

50.7

33.5

30.8

22.6

1.8

4.3

2.5

2.9

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

職場のトップが女性の活躍の推進に積極的であること

上司や同僚が、女性が働くことに理解があること

育児・介護との両立に関する職場の支援制度が整っていること

長時間労働の必要がないことや、勤務時間が柔軟であること

身近に活躍している女性（ロールモデル）がいること

仕事が適正に評価されること

仕事の内容にやりがいがあること

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

女性が働き続けることへの女性自身の意識改革

特にない

わからない

その他

無回答

(%)

・性別にみると、女性で「育児・介護との両立に関する職場の支援制度が整っていること」が 68.4%と、男性より

14.2ポイント高くなっています。 
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50.0

28.8

25.8

30.1

32.2

28.0

28.6

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

80.0

65.0

51.6

59.4

56.5

61.4

51.7

0 20 40 60 80 100

70.0

62.5

74.2

60.2

61.6

64.0

54.1

0 20 40 60 80 100

50.0

65.0

59.7

51.9

51.4

40.7

30.1

0 20 40 60 80 100
(MA%)

30.0

15.0

11.3

14.3

11.3

11.4

5.0

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

30.0

36.3

44.4

45.9

37.9

37.3

27.8

0 20 40 60 80 100

30.0

33.8

28.2

29.3

28.8

32.6

22.8

0 20 40 60 80 100

50.0

56.3

66.9

57.1

54.2

54.7

42.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

50.0

26.3

24.2

33.8

38.4

47.9

36.7

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

60.0

38.8

46.8

30.8

32.2

33.5

20.1

0 20 40 60 80 100

30.0

28.8

24.2

21.1

18.1

22.5

20.1

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.8

0.8

1.1

1.3

1.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

20.0

6.3

1.6

3.0

2.3

2.1

6.2

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

0.0

7.3

3.8

4.0

0.8

3.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

職場のトップが

女性の活躍の

推進に積極的

であること

上司や同僚が、

女性が働くこと

に理解があること

育児・介護との

両立に関する

職場の支援制度が

整っていること

長時間労働の

必要がないことや、

勤務時間が柔軟

であること

身近に活躍して

いる女性（ロール

モデル）がいること

仕事が適正に評価

されること

仕事の内容に

やりがいが

あること

保育所や学童クラブ

など、子どもを預け

られる環境の整備

介護支援サービスの

充実

家事・育児支援

サービスの

充実

女性が働き続ける

ことへの女性自身

の意識改革 特にない

わからない その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「育児・介護との両立に関する職場の支援制度が整っていること」が７４.２%と

高くなっています。 
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12.9

18.2

9.6

4.8

34.3

15.5

26.0

15.9

39.4

41.9

31.0

16.2

39.0

31.6

46.3

46.2

31.5

21.2

33.6

48.4

10.4

29.5

13.1

17.9

5.2

3.6

4.1

3.4

1.4

3.5

0.9

3.4

2.3

0.8

1.0

0.7

0.1

0.9

0.5

0.6

5.8

9.6

16.3

21.1

10.9

14.7

9.5

12.4

2.9

4.7

4.4

5.3

3.9

4.3

3.7

3.6

男性が優遇されている

どちらかといえば男性が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

①家庭生活で

②職場の中で

③地域活動の場で

④学校教育の場で

⑤政治の場で

⑥法律や制度の上で

⑦社会通念や慣習、
しきたり等で

⑧社会全般の平等意識

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

８.男女の平等意識について 

 

問３３ 男女の地位について 

問 33. 現在の男女の地位は、どの程度平等になっていると思いますか。あなたのお考えにもっとも近いもの

をお答えください。（〇はそれぞれ１つずつ） 

 

・男女の平等意識に関するすべての分野において、「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇さ

れている」を合わせた『男性優遇』意識が、「女性が優遇されている」と「どちらかといえば女性が優遇されている」

を合わせた『女性優遇』意識を上回っています。 

 『男性優遇』意識が高い順に、「⑤政治の場で」（73.3%）、「⑦社会通念や慣習、しきたり等で」（72.3%）、「⑧

社会全般の平等意識」（62.1%）、「②職場の中で」（60.1%）となっています。 

 一方、「平等である」割合が高い項目としては、「④学校教育の場で」が48.4%と約半数を占め最も高く、次い

で「③地域活動の場で」（33.6%）、「①家庭生活で」（31.5%）、「⑥法律や制度の上で」（29.5%）となっていま

す。 
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17.8

43.7

23.4

3.8

1.9

7.0

2.5

7.6

34.9

40.2

6.8

2.7

4.5

3.3

0 10 20 30 40 50

①家庭生活で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

22.9

39.9

19.3

2.1

0.6

11.5

3.8

13.1

44.4

23.2

5.3

1.0

7.6

5.3

0 10 20 30 40 50

②職場の中で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

11.7

32.9

26.7

3.8

0.9

19.8

4.2

7.2

29.2

41.1

4.3

1.0

12.7

4.5

0 10 20 30 40 50

③地域活動の場で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

6.0

18.9

43.7

2.5

0.4

24.2

4.3

3.3

13.6

53.6

4.5

1.0

18.1

6.0

0 20 40 60

④学校教育の場で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

・性別にみると、男性は女性よりも「平等である」の割合が高い傾向にあります。特に、「①家庭生活で」における

男女の差が大きく、男性で「平等である」と回答した割合は女性よりも１６.８ポイント高くなっています。 

 一方で、女性は男性に比べて「男性が優遇されている」の割合が高い傾向にあり、「⑦社会通念や慣習、しきた

り等で」では男性よりも１５.０ポイント高くなっています。 
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38.4

38.2

6.2

1.1

0.0

12.7

3.4

30.0

40.0

15.0

1.6

0.2

9.0

4.1

0 10 20 30 40 50

⑤政治の場で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

20.8

33.5

22.5

1.9

0.0

17.8

3.6

9.9

29.8

37.2

5.1

1.8

11.3

4.9

0 10 20 30 40

⑥法律や制度の上で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)

33.3

42.5

9.3

0.8

0.0

10.8

3.4

18.3

50.5

17.0

1.0

1.0

8.2

3.9

0 20 40 60

⑦社会通念や慣習、しきたり等で

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)
21.6

47.3

12.9

1.3

0.0

14.0

3.0

9.7

45.4

23.2

5.7

1.2

10.9

3.9

0 10 20 30 40 50

⑧社会全般の平等意識

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男性が優遇されている

どちらかといえば男性
が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性
が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

(%)
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0.0

8.8

12.9

8.3

18.1

13.1

13.5

20.0

22.5

26.6

50.4

37.9

42.4

44.0

80.0

43.8

37.9

29.3

31.1

33.1

23.2

0.0

11.3

7.3

4.5

4.5

3.8

4.6

0.0

5.0

8.1

1.5

2.3

0.4

0.8

0.0

8.8

7.3

4.5

5.1

4.7

6.6

0.0

0.0

0.0

1.5

1.1

2.5

7.3

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

21.3

16.9

21.1

22.0

16.5

16.2

40.0

22.5

40.3

45.1

42.9

46.6

42.5

50.0

25.0

25.0

22.6

23.2

22.0

13.9

0.0

10.0

8.1

4.5

2.8

2.1

1.2

0.0

1.3

1.6

1.5

1.1

0.4

0.0

10.0

18.8

8.1

3.0

6.2

8.9

13.9

0.0

1.3

0.0

2.3

1.7

3.4

12.4

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「①家庭生活で」について年代別にみると、４０～４９歳で「どちらかといえば男性が優遇されている」が５０.４%

と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②職場の中で」について年代別にみると、２０～２９歳で「どちらかといえば女性が優遇されている」が１０.０%

と他の年代より高くなっています。 
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0.0

7.5

6.5

11.3

13.6

9.7

8.5

50.0

11.3

30.6

30.8

31.1

33.9

34.0

40.0

38.8

31.5

35.3

31.1

34.3

33.2

0.0

3.8

3.2

6.0

6.8

5.1

1.2

0.0

2.5

3.2

0.8

0.0

1.3

0.0

10.0

35.0

25.0

13.5

15.8

12.3

12.0

0.0

1.3

0.0

2.3

1.7

3.4

11.2

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

7.5

2.4

4.5

6.2

4.2

4.6

20.0

8.8

16.9

16.5

14.7

18.6

17.0

60.0

48.8

50.8

58.6

55.4

47.0

38.2

0.0

5.0

4.0

5.3

3.4

3.4

1.9

0.0

0.0

2.4

0.8

1.1

0.4

0.0

10.0

27.5

23.4

12.0

18.6

21.6

24.3

0.0

2.5

0.0

2.3

0.6

4.7

13.9

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「③地域活動の場で」について年代別にみると、２０～２９歳で「わからない」が３５.０%と他の年代より高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④学校教育の場で」について年代別にみると、４０～４９歳で「平等である」が５８.６%と高くなっています。 
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30.0

35.0

46.8

39.1

36.2

29.2

29.7

40.0

27.5

34.7

38.3

44.1

42.4

38.6

20.0

17.5

8.9

11.3

9.0

11.4

8.1

0.0

2.5

2.4

2.3

0.0

0.4

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

10.0

16.3

7.3

7.5

9.0

13.1

11.6

0.0

1.3

0.0

1.5

1.1

3.4

10.0

男性が優遇されている

どちらかといえば男性が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている 女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

21.3

22.6

17.3

16.9

12.3

11.6

30.0

17.5

32.3

31.6

34.5

39.0

27.4

50.0

27.5

25.8

27.1

31.6

28.0

32.4

0.0

8.8

4.8

6.0

4.0

2.5

0.8

0.0

1.3

1.6

1.5

1.7

0.4

0.0

10.0

22.5

12.1

14.3

10.2

14.4

16.6

0.0

1.3

0.8

2.3

1.1

3.4

11.2

男性が優遇されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑤政治の場で」について年代別にみると、３０～３９歳で「男性が優遇されている」が４６.８%と高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥法律や制度の上で」について年代別にみると、３０～３９歳で「男性が優遇されている」が２２.６%と他の年

代より高くなっています。 
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20.0

25.0

33.1

31.6

29.4

25.0

19.3

30.0

27.5

43.5

47.4

50.8

52.5

44.8

30.0

23.8

11.3

14.3

11.9

9.3

13.5

0.0

2.5

3.2

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

2.5

0.8

0.8

0.0

0.0

0.4

20.0

17.5

7.3

3.8

7.3

10.2

11.6

0.0

1.3

0.8

2.3

0.6

3.0

9.3

男性が優遇されている

どちらかといえば男性が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答
18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

18.8

17.7

20.3

19.8

11.0

14.3

40.0

28.8

40.3

48.9

48.6

53.8

45.2

30.0

25.0

16.9

17.3

15.8

16.9

18.1

10.0

8.8

8.9

3.0

4.0

0.8

1.2

0.0

1.3

1.6

1.5

0.0

0.0

0.4

20.0

16.3

13.7

7.5

10.7

13.6

12.7

0.0

1.3

0.8

1.5

1.1

3.8

8.1

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である

どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

わからない
無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑦社会通念や慣習、しきたり等で」について年代別にみると、２０～２９歳で「平等である」が２３.８%と他の年

代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑧社会全般の平等意識」について年代別にみると、２０～２９歳で「どちらかといえば女性が優遇されている」

が８.８%、３０～３９歳で８.９%と他の年代より高くなっています。一方で、６０～６９歳では「どちらかといえば男

性が優遇されている」が５３.８%と高くなっています。 
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46.2

2.6

2.5

32.4

35.0

22.7

18.7

29.1

15.7

17.8

20.8

34.3

40.3

27.4

10.8

21.9

25.0

19.6

14.1

11.4

12.3

9.2

54.5

48.4

17.7

7.2

5.9

9.3

2.6

3.7

4.4

7.5

7.0

16.9

29.3

2.2

1.6

1.9

2.0

2.3

2.8

3.0

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくても
どちらでもよい

②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子ども
など家族を中心に考えて生活したほうがよい

④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい

⑥現在の社会は、性的指向や性自認に悩む方にとって
偏見や差別により生活しづらい

⑦自治体はパートナーシップ宣誓制度を
導入するべきである

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

問３４ 結婚・ジェンダ－に対する考え方について 

問 34. 下記について、あなたのお考えをお聞かせください。（〇はそれぞれ１つずつ） 

 

・結婚・ジェンダ－に対する考え方については、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』

の割合が高い順に「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」（75.3%）、「⑤結

婚してもやり直したいときは離婚してもよい」（69.3%）、「⑥現在の社会は、性的指向や性自認に悩む方にとっ

て偏見や差別により生活しづらい」（63.0%）となっています。 

 一方で、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『反対意向』の割合が高い順では「②

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（76.4%）、「③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子ども

などの家族を中心に考えて生活したほうがよい」（73.4%）となっています。 
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52.6

29.3

8.3

6.0

2.3

1.5

39.2

29.0

13.3

12.7

3.1

2.7

0 20 40 60

①結婚してもしなくてもどちらでもよい※１

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

2.1

13.0

22.3

58.6

2.8

1.1

3.3

18.5

21.4

50.1

4.7

2.1

0 20 40 60 80

②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

2.6

18.0

24.0

50.3

3.8

1.3

2.5

17.9

25.9

46.4

5.1

2.3

0 20 40 60

③女性は結婚後、家族中心に生活したほうがよい※２

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

37.8

23.4

19.3

11.0

7.2

1.3

26.3

18.3

19.9

25.1

8.0

2.5

0 10 20 30 40

④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

・性別にみると、「①結婚してもしなくてもどちらでもよい（結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくても

どちらでもよい）」で「そう思う」と回答した割合において男女の差が大きく、女性は５２.６%と男性よりも１３.４ポ

イント高くなっています。 

 また、「④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」で「そう思う」と回答した割合においても男女の差が大

きく、女性は３７.８%と男性よりも１１.５ポイント高くなっています。一方で、「そう思わない」と回答した割合にお

いては、男性は２５.１%と女性よりも１４.１ポイント高くなっています。 
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38.8

36.1

11.7

4.5

7.0

1.9

31.0

32.6

16.4

10.3

7.2

2.5

0 10 20 30 40 50

⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)
26.5

41.0

10.0

3.4

16.3

2.8

18.5

39.8

12.5

8.6

17.9

2.7

0 10 20 30 40 50

⑥現在の社会は偏見や差別により生活しづらい※３

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

22.3

31.2

6.4

6.0

31.4

2.6

14.4

23.6

18.5

12.9

27.3

3.3

0 10 20 30 40

⑦自治体はパートナーシップ宣誓制度を導入すべきである

女性

(n=529)

男性

(n=487)

そう思う

どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(%)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１…結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

※２…女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子供など家族を中心に考えて生活したほうがよい 

※３…現在の社会は、性的指向や性自認に悩む方にとって偏見や差別により生活しづらい 
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100.0

71.3

71.8

60.9

45.8

36.0

25.9

0.0

21.3

14.5

27.8

38.4

30.5

32.8

0.0

1.3

3.2

4.5

9.6

20.3

13.1

0.0

2.5

8.1

4.5

5.1

9.7

17.0

0.0

3.8

2.4

2.3

0.6

1.7

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.7

6.2

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

無回答18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.8

4.5

1.1

2.1

5.0

10.0

8.8

10.5

12.0

15.3

16.9

21.2

40.0

16.3

16.1

15.0

20.9

27.5

25.1

40.0

71.3

70.2

62.4

60.5

49.6

39.0

10.0

3.8

2.4

6.0

1.7

2.5

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.3

4.6

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」について年代別にみると、「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』は、２０～２９歳で９２.６%となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について年代別にみると、「そう思う」と「どちらかといえばそう

思う」を合わせた『賛成意向』は７０歳以上で２６.２%となっています。一方で、２０～３９歳では「そう思わない」が

７０.０%を超えています。 
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0.0

0.0

4.0

1.5

1.7

1.3

5.0

10.0

10.0

15.3

14.3

14.7

22.0

22.0

30.0

15.0

15.3

17.3

27.1

29.2

31.3

60.0

67.5

62.9

60.9

52.0

43.6

30.9

0.0

7.5

2.4

5.3

4.0

3.0

5.4

0.0

0.0

0.0

0.8

0.6

0.8

5.4

そう思う

どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

70.0

55.0

61.3

47.4

35.0

17.8

13.9

10.0

25.0

18.5

24.1

27.1

22.5

13.9

10.0

8.8

8.1

14.3

14.7

28.8

26.6

0.0

1.3

9.7

5.3

18.6

21.6

29.7

10.0

10.0

2.4

9.0

4.0

7.6

10.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.7

5.4

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

 ・「③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活したほうがよい」につい

て年代別にみると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』は７０歳以上で２７.０%とな

っています。一方で、２０～４９歳では「そう思わない」が６０.０%を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」について年代別にみると、「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」を合わせた『賛成意向』は２０～２９歳で８0.０%となっています。一方で、７０歳以上では「そう思わない」

が２９.７%と高くなっています。 
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50.0

46.3

50.8

46.6

41.8

26.7

20.8

40.0

32.5

28.2

36.1

37.9

39.4

29.7

0.0

6.3

9.7

9.0

13.0

19.5

17.8

10.0

3.8

7.3

3.8

5.1

7.2

11.6

0.0

11.3

4.0

3.8

1.7

6.4

13.1

0.0

0.0

0.0

0.8

0.6

0.8

6.9

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

28.8

30.6

24.1

30.5

19.9

13.5

60.0

23.8

35.5

48.9

45.2

42.8

37.5

10.0

8.8

12.9

9.0

6.2

14.4

13.5

0.0

10.0

8.9

6.0

6.2

4.2

4.6

10.0

28.8

12.1

12.0

10.7

16.9

22.8

10.0

0.0

0.0

0.0

1.1

1.7

8.1

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい」について年代別にみると、「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」を合わせた『賛成意向』は４０～４９歳で８２.７%となっています。一方で、７０歳以上では「そう思わな

い」が１１.６%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥現在の社会は、性的指向や性自認に悩む方にとって偏見や差別により生活しづらい」について年代別にみ

ると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』は５０～５９歳で７５.７%となっています。 
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30.0

32.5

32.3

23.3

22.0

14.0

6.9

30.0

20.0

29.0

34.6

29.4

29.2

22.4

0.0

7.5

7.3

11.3

9.6

15.3

16.6

10.0

7.5

8.1

6.8

10.2

9.3

11.2

30.0

32.5

22.6

23.3

28.2

30.1

34.4

0.0

0.0

0.8

0.8

0.6

2.1

8.5

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑦自治体はパートナーシップ宣誓制度を導入するべきである」について年代別にみると、「そう思う」と「どちら

かといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』は３０～３９歳で６１.３%となっています。一方で、７０歳以上で「そう

思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『賛成意向』が２９.３%と低くなっています。 

 

  



56 

 

0.7

35.8

26.2

30.6

35.2

17.9

4.1

7.2

21.3

7.3

42.3

51.6

65.9

62.1

57.3

71.9

70.1

79.3

63.4

75.5

48.8

2.3

0.7

1.1

0.4

3.5

15.3

1.0

0.3

0.7

4.7

5.8

3.4

2.7

3.4

3.2

6.7

3.8

4.5

6.5

3.5

4.5

3.7

3.4

3.6

3.4

3.9

8.7

10.5

10.0

主として妻 夫婦同程度 主として夫

わからない

無回答

①生活費を稼ぐ

②日々の家計の管理

③掃除・洗濯

④日常の買い物

⑤食事のしたく

⑥食後の片づけ・食器洗い

⑦地域活動への参加

⑧子どもの教育としつけ

⑨育児（乳幼児の世話）

⑩家族の介護や看護

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

問３５ 家庭でのことがらに関する夫婦の分担について 

問 35. 次にあげる家庭でのことがらに関する夫婦の分担について、おたずねします。（理想、現実とも〇はそ

れぞれ１つずつ） 

 

<理想> 

・理想とする分担については、「①生活費を稼ぐ」で「主として夫」の割合が 48.8%と約半数を占め、他の項目を

大きく上回っています。一方、「主として妻」の割合は「②日々の家計の管理」（35.8%）、「⑤食事のしたく」

（35.2%）、「④日常の買い物」（30.6%）で高くなっています。「夫婦同程度」の割合は、「⑧子どもの教育としつ

け」（79.3%）が最も高く、次いで「⑩家族の介護や看護」（75.5%）、「⑥食後の片づけ・食器洗い」（71.9%）、

「⑦地域活動への参加」（70.1%）となっています。 
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1.1

46.5

45.2

4.2

3.0

0.2

37.8

53.2

4.9

3.9

0 20 40 60

①生活費を稼ぐ

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

37.2

51.6

1.9

5.7

3.6

34.5

51.7

2.9

5.5

5.3

0 20 40 60

②日々の家計の管理

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

25.1

68.8

0.6

2.8

2.6

27.7

62.8

0.8

3.9

4.7

0 20 40 60 80

③掃除・洗濯

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

35.2

59.9

0.4

2.1

2.5

25.9

64.7

1.6

3.3

4.5

0 20 40 60 80

④日常の買い物

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

33.3

61.4

0.0

2.8

2.5

37.6

53.0

0.8

3.9

4.7

0 20 40 60 80

⑤食事のしたく

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

16.3

75.6

3.0

2.5

2.6

19.9

68.2

4.1

3.7

4.1

0 20 40 60 80

⑥食後の片づけ・食器洗い

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

・性別にみると、女性は男性よりも「①生活費を稼ぐ」において「夫婦同程度」と回答する傾向にあり、８.７ポイン

トの差があります。一方で、男性は女性よりも「主として夫」と回答する割合が高く、８.０ポイントの差があります。 

 また、女性は男性よりも「⑨育児（乳幼児の世話）」において「夫婦同程度」と回答する傾向にあり、９.８ポイント

の差があります。一方で、男性は女性よりも「主として妻」と回答する割合が高く、５.７ポイントの差があります。 
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4.0

71.8

14.6

6.2

3.4

4.3

68.4

16.2

6.8

4.3

0 20 40 60 80

⑦地域活動への参加

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

6.8

81.5

1.1

3.4

7.2

7.8

77.0

0.8

4.1

10.3

0 20 40 60 80 100

⑧子どもの教育としつけ

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

18.7

68.1

0.4

4.3

8.5

24.4

58.3

0.2

4.5

12.5

0 20 40 60 80

⑨育児（乳幼児の世話）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)
7.8

78.4

0.2

5.5

8.1

7.0

72.5

1.2

7.4

11.9

0 20 40 60 80 100

⑩家族の介護や看護

女性

(n=529)

男性

(n=487)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)
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0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

2.1

0.4

50.0

53.8

50.0

48.9

46.3

43.6

27.4

50.0

36.3

46.8

43.6

48.6

46.2

59.5

0.0

8.8

1.6

6.8

3.4

3.4

5.8

0.0

1.3

1.6

0.0

1.7

4.7

6.9

主として妻 夫婦同程度 主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

30.0

32.5

26.6

29.3

33.3

42.4

40.9

70.0

56.3

61.3

63.9

53.1

46.2

42.5

0.0

0.0

4.0

0.8

5.1

1.7

1.9

0.0

8.8

6.5

5.3

6.2

4.2

5.8

0.0

2.5

1.6

0.8

2.3

5.5

8.9

主として妻 夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「①生活費を稼ぐ」について年代別にみると、70歳以上で「主として夫」が５９.５%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②日々の家計の管理」について年代別にみると、４０～４９歳で「夫婦同程度」が６３.９%と高くなっている一方

で、７０歳以上では４２.５%と低くなっています。 
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10.0

12.5

16.1

18.8

24.9

29.7

37.8

90.0

80.0

79.0

75.2

70.1

63.6

49.4

0.0

0.0

1.6

0.8

0.0

0.8

0.8

0.0

5.0

0.8

5.3

2.8

1.7

5.0

0.0

2.5

2.4

0.0

2.3

4.2

6.9

主として妻 夫婦同程度

主として夫 わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

20.0

18.8

23.4

28.6

25.4

35.6

38.6

80.0

75.0

72.6

67.7

68.4

56.4

51.0

0.0

0.0

0.8

0.0

2.3

0.4

1.5

0.0

5.0

1.6

3.8

1.7

2.5

2.7

0.0

1.3

1.6

0.0

2.3

5.1

6.2

主として妻 夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「③掃除・洗濯」について年代別にみると、２０～３９歳で「夫婦同程度」が約８０.０%を占めています。また、７０

歳以上では「主として妻」が３７.８%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④日常の買い物」について年代別にみると、７０歳以上で「主として妻」が３８.６%と他の年代より高くなってい

ます。 
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30.0

18.8

33.1

29.3

29.4

36.4

47.9

70.0

75.0

62.9

64.7

65.5

55.9

40.9

0.0

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

5.0

0.8

6.0

3.4

2.5

3.5

0.0

1.3

1.6

0.0

1.7

5.1

6.9

主として妻 夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

7.5

11.3

14.3

11.9

20.3

29.0

100.0

86.3

76.6

75.2

81.9

70.3

57.5

0.0

1.3

8.9

4.5

2.8

2.5

2.7

0.0

3.8

1.6

6.0

1.7

2.1

4.2

0.0

1.3

1.6

0.0

1.7

4.7

6.6

主として妻 夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

 ・「⑤食事のしたく」について年代別にみると、２０～２９歳で「夫婦同程度」が７５.０%と高くなっています。また、

７０歳以上では「主として妻」が４７.９%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥食後の片づけ・食器洗い」について年代別にみると、２０～２９歳、５０～５９歳で「夫婦同程度」が８０.０%を

超えています。また、７０歳以上では「主として妻」が２９.０%と高くなっています。 
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0.0

1.3

1.6

7.5

5.1

3.4

4.6

80.0

77.5

75.0

73.7

75.7

68.6

61.0

0.0

7.5

13.7

9.8

12.4

18.6

20.8

20.0

12.5

7.3

8.3

5.1

4.7

5.8

0.0

1.3

2.4

0.8

1.7

4.7

7.7

主として妻 夫婦同程度 主として夫

わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

3.8

4.8

11.3

5.6

8.9

6.9

90.0

87.5

88.7

82.0

85.3

75.4

70.3

0.0

0.0

1.6

0.0

1.7

0.4

1.5

0.0

6.3

1.6

6.0

2.3

3.0

4.6

0.0

2.5

3.2

0.8

5.1

12.3

16.6

主として妻 夫婦同程度

主として夫
わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑦地域活動への参加」について年代別にみると、７０歳以上で「主として夫」が２０.８%と他の年代より高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑧子どもの教育としつけ」について年代別にみると、３０～３９歳で「夫婦同程度」が８８.７%と高くなっていま

す。 
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0.0

18.8

15.3

23.3

19.8

22.9

24.7

100.0

72.5

79.0

68.4

71.2

58.1

49.0

0.0

1.3

0.8

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

5.0

1.6

6.8

2.3

5.1

5.4

0.0

2.5

3.2

1.5

6.8

13.6

20.8

主として妻 夫婦同程度

主として夫
わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

2.5

4.0

8.3

6.2

8.1

10.4

100.0

83.8

81.5

77.4

84.2

75.8

62.5

0.0

1.3

1.6

0.0

0.0

0.4

1.2

0.0

8.8

8.1

11.3

2.8

3.8

7.3

0.0

3.8

4.8

3.0

6.8

11.9

18.5

主として妻 夫婦同程度

主として夫
わからない

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑨育児（乳幼児の世話）」について年代別にみると、３０～３９歳で「夫婦同程度」が７９.０%と高くなっている一

方で、７０歳以上では４９.０%と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑩家族の介護や看護」について年代別にみると、５０～５９歳で「夫婦同程度」が８４.２%と高くなっている一方

で、７０歳以上では６２.５%と低くなっています。 
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1.7

62.5

67.4

63.5

76.6

63.0

24.3

41.1

57.1

34.1

17.9

18.5

21.9

24.8

12.9

22.5

34.5

37.5

17.5

26.5

71.2

8.9

1.9

3.1

1.7

5.4

27.7

1.0

0.6

2.1

0.9

1.9

0.8

0.5

0.8

0.6

5.2

1.7

2.3

11.4

8.3

8.3

8.0

8.1

8.0

8.5

8.4

18.7

22.6

26.1

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

①生活費を稼ぐ
(n=775)

②日々の家計の管理
(n=775)

③掃除・洗濯
(n=775)

④日常の買い物
(n=775)

⑤食事のしたく
(n=775)

⑥食後の片づけ・食器洗い
(n=775)

⑦地域活動への参加
(n=775)

⑧子どもの教育としつけ
(n=699)

⑨育児（乳幼児の世話）
(n=699)

⑩家族の介護や看護
(n=775)

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=775)

<現実> 

・実際の分担については、「①生活費を稼ぐ」で「主として夫」が７１.2%と、他の項目を大きく上回っています。一

方、「主として妻」は、「⑤食事のしたく」（76.6%）、「③掃除・洗濯」（67.4%）、「日常の買い物」（63.5%）、「⑥

食後の片づけ・食器洗い」（63.0%）で高くなっています。 

また、「夫婦同程度」の割合は「⑧子どもの教育としつけ」（37.5%）、「⑦地域活動への参加」（34.5%）、「⑩

家族の介護や看護」（26.5%）で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「現実」は、問４の結婚の有無を問う設問で「２. 既婚、配偶者あり」と答えた方のみで集計を行っているため、「理想」よりもサン

プル数が少なくなっております。 

また、「⑧子どもの教育としつけ」と「⑨育児（乳幼児の世話）」については、問４の結婚の有無を問う設問で「２. 既婚、配偶者あ

り」と答えており、問５のお子さんの有無を問う設問で「１. いる」と答えた方のみで集計を行っているため、他の項目よりもサンプ

ル数が少なくなっております。 

 

  



65 

 

2.1

17.4

73.0

1.0

6.5

1.3

18.2

69.9

0.8

9.9

0 20 40 60 80

①生活費を稼ぐ

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

67.8

16.4

8.3

1.3

6.2

57.1

20.8

9.4

2.6

10.1

0 20 40 60 80

②日々の家計の管理

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

72.7

20.0

0.8

0.5

6.0

62.1

23.9

3.1

1.0

9.9

0 20 40 60 80

③掃除・洗濯

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

70.6

21.3

1.6

0.3

6.2

56.4

28.3

4.7

0.8

9.9

0 20 40 60 80

④日常の買い物

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

80.3

12.5

0.8

0.3

6.2

73.0

13.5

2.6

1.3

9.6

0 20 40 60 80 100

⑤食事のしたく

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

69.6

20.5

2.9

0.5

6.5

56.4

24.7

7.8

0.8

10.4

0 20 40 60 80

⑥食後の片づけ・食器洗い

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

・性別にみると、「現実」は「理想」よりも男女間の差が大きく、女性は男性よりも「⑦地域活動への参加」におい

て「主として妻」と回答する傾向にあり、２３.１ポイントの差があります。一方で、男性は女性よりも「主として夫」と

回答する傾向にあり、１６.４ポイントの差があります。 

 また、女性は男性よりも「⑧子どもの教育としつけ」において「主として妻」と回答する傾向にあり、１４.４ポイント

の差があります。 

 「⑩家族の介護や看護」では、女性は男性よりも「主として妻」と回答する傾向にあり、１７.１ポイントの差があり

ます。一方で、男性は女性よりも「夫婦同程度」と回答する傾向にあり、１２.０ポイントの差があります。 

 

  



66 

 

35.8

31.2

19.7

6.8

6.5

12.7

37.7

36.1

3.4

10.1

0 10 20 30 40

⑦地域活動への参加

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

48.0

32.9

0.9

2.0

16.3

33.6

42.3

1.2

1.4

21.4

0 10 20 30 40 50

⑧子どもの教育としつけ

女性

(n=350)

男性

(n=345)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

62.9

14.3

0.6

2.3

20.0

51.0

20.6

0.6

2.3

25.5

0 20 40 60 80

⑨育児（乳幼児の世話）

女性

(n=350)

男性

(n=345)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)
42.6

20.5

1.6

11.9

23.4

25.5

32.5

2.6

10.6

28.8

0 10 20 30 40 50

⑩家族の介護や看護

女性

(n=385)

男性

(n=385)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

 

  



67 

 

4.5

1.0

2.0

2.0

2.0

1.0

18.2

22.9

14.9

16.9

19.4

16.7

77.3

72.9

75.2

76.4

70.9

64.8

0.0

1.0

1.0

0.0

0.5

1.9

0.0

2.1

6.9

4.7

7.1

15.7

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

59.1

53.1

64.4

76.4

62.2

56.7

13.6

27.1

11.9

10.8

20.4

21.9

18.2

16.7

13.9

8.1

7.1

4.3

9.1

2.1

3.0

0.7

2.6

1.0

0.0

1.0

6.9

4.1

7.7

16.2

主として妻 夫婦同程度 主として夫

わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

※以下の年代別グラフについて、「現実」の①～⑩では「１８・１９歳」の回答者数が０人であったため、記載しておりません。 

 

・「①生活費を稼ぐ」について年代別にみると、２０～６９歳で「主として夫」が７０.０%を超えている一方で、７０歳

以上は６４.８%と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②日々の家計の管理」について年代別にみると、５０～５９歳で「主として妻」が７６.４%と高くなっています。 
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54.5

62.5

69.3

76.4

75.0

56.7

40.9

32.3

18.8

15.5

17.3

25.7

4.5

2.1

3.0

4.1

0.5

1.0

0.0

0.0

2.0

0.0

0.0

1.9

0.0

3.1

6.9

4.1

7.1

14.8

主として妻 夫婦同程度

主として夫
わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

59.1

71.9

72.3

70.9

62.8

51.4

40.9

24.0

10.9

21.6

26.5

31.0

0.0

3.1

6.9

4.1

2.0

1.9

0.0

0.0

2.0

0.0

0.0

1.0

0.0

1.0

7.9

3.4

8.7

14.8

主として妻 夫婦同程度

主として夫わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「③掃除・洗濯」について年代別にみると、５０～６９歳で「主として妻」が７０%を超えています。また、２０～２９

歳で「夫婦同程度」が４０.９%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④日常の買い物」について年代別にみると、２０～６９歳で「主として妻」が約６０.０～７０.０%を占めている一

方で、７０歳以上は５１.４%と低くなっています。また、２０～２９歳で「夫婦同程度」が４０.９%と他の年代より高く

なっています。 
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81.8

82.3

72.3

81.1

82.1

67.6

13.6

13.5

14.9

12.8

10.2

14.3

0.0

3.1

4.0

2.0

0.0

1.4

0.0

0.0

2.0

0.7

0.0

1.4

4.5

1.0

6.9

3.4

7.7

15.2

主として妻 夫婦同程度

主として夫わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

45.5

55.2

60.4

73.0

70.4

55.7

40.9

28.1

24.8

17.6

17.9

24.8

9.1

14.6

5.9

5.4

3.6

2.4

0.0

1.0

1.0

0.0

0.0

1.4

4.5

1.0

7.9

4.1

8.2

15.7

主として妻 夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑤食事のしたく」について年代別にみると、２０～６９歳で「主として妻」が７０.０～８０.０%を占めている一方

で、７０歳以上では６７.６%と他の年代より低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥食後の片づけ・食器洗い」について年代別にみると、３０～３９歳で「主として夫」が１４.６%と他の年代より

高くなっています。また、２０～２９歳では「夫婦同程度」が４０.９%と他の年代より高くなっています。 

 

  



70 

 

9.1

35.4

40.6

31.8

17.3

14.3

40.9

30.2

32.7

36.5

35.2

34.3

18.2

18.8

16.8

25.0

36.2

32.4

27.3

13.5

2.0

3.4

3.6

3.3

4.5

2.1

7.9

3.4

7.7

15.7

主として妻 夫婦同程度 主として夫 わからない 無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

38.5

55.6

55.9

46.3

37.8

27.2

38.5

42.0

35.5

43.4

35.6

34.4

0.0

0.0

1.1

1.5

1.7

0.5

7.7

1.2

0.0

1.5

2.2

2.1

15.4

1.2

7.5

7.4

22.8

35.9

主として妻 夫婦同程度

主として夫
わからない

無回答

20～29歳
(n=13)

30～39歳
(n=81)

40～49歳
(n=93)

50～59歳
(n=136)

60～69歳
(n=180)

70歳以上
(n=195)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑦地域活動への参加」について年代別にみると、６０～６９歳で「主として夫」が３６.２%と他の年代より高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑧子どもの教育としつけ」について年代別にみると、３０～４９歳で「主として妻」が５０.０%を超えている一方

で、７０歳以上では２７.２%と低くなっています。 
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61.5

67.9

71.0

64.7

56.7

40.5

23.1

29.6

10.8

19.9

13.9

16.9

0.0

0.0

1.1

0.7

1.1

0.0

0.0

1.2

1.1

1.5

3.9

2.6

15.4

1.2

16.1

13.2

24.4

40.0

主として妻 夫婦同程度

主として夫 わからない

無回答

20～29歳
(n=13)

30～39歳
(n=81)

40～49歳
(n=93)

50～59歳
(n=136)

60～69歳
(n=180)

70歳以上
(n=195)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.6

29.2

42.6

39.9

37.8

27.1

13.6

29.2

13.9

29.7

30.6

26.7

0.0

2.1

2.0

2.7

2.0

1.9

22.7

30.2

18.8

8.1

5.1

5.7

50.0

9.4

22.8

19.6

24.5

38.6

主として妻

夫婦同程度
主として夫

わからない 無回答

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=96)

40～49歳
(n=101)

50～59歳
(n=148)

60～69歳
(n=196)

70歳以上
(n=210)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑨育児（乳幼児の世話）」について年代別にみると、４０～４９歳で「主として妻」が７１.０%と高くなっています。

また、３０～３９歳で「夫婦同程度」が２９.６%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑩家族の介護や看護」について年代別にみると、３０～６９歳で「主として妻」が約３０.０～４０.０%を占めてい

る一方で、２０～２９歳は１３.６%、７０歳以上は２７.１%と低くなっています。 
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0.7

42.3

48.8

4.7

3.5

1.7

17.9

71.2

0.9

8.3

0 20 40 60 80

①生活費を稼ぐ

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

35.8

51.6

2.3

5.8

4.5

62.5

18.5

8.9

1.9

8.3

0 20 40 60 80

②日々の家計の管理

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

30.6

62.1

1.1

2.7

3.4

63.5

24.8

3.1

0.5

8.1

0 20 40 60 80

④日常の買い物

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

26.2

65.9

0.7

3.4

3.7

67.4

21.9

1.9

0.8

8.0

0 20 40 60 80

③掃除・洗濯

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

<再掲 理想と現実の分担比較> 

 

・理想と現実の分担を比較すると、理想と現実の間に大きな差があることが読み取れます。「①生活費を稼ぐ」、

「②日々の家計の管理」、「③掃除・洗濯」、「④日常の買い物」、「⑤食事のしたく」、「⑥食後の片づけ・食器洗

い」、「⑧子どもの教育としつけ」、「⑨育児（乳幼児の世話）」、「⑩家族の介護や看護」では、理想として「夫婦同

程度」が高いですが、現実では「主として妻」が担っている割合が高くなっています。 
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35.2

57.3

0.4

3.4

3.6

76.6

12.9

1.7

0.8

8.0

0 20 40 60 80

⑤食事のしたく

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)
17.9

71.9

3.5

3.2

3.4

63.0

22.5

5.4

0.6

8.5

0 20 40 60 80

⑥食後の片づけ・食器洗い

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

4.1

70.1

15.3

6.7

3.9

24.3

34.5

27.7

5.2

8.4

0 20 40 60 80

⑦地域活動への参加

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

7.2

79.3

1.0

3.8

8.7

41.1

37.5

1.0

1.7

18.7

0 20 40 60 80 100

⑧子どもの教育としつけ

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=699)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

21.3

63.4

0.3

4.5

10.5

57.1

17.5

0.6

2.3

22.6

0 20 40 60 80

⑨育児（乳幼児の世話）

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=699)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)

7.3

75.5

0.7

6.5

10.0

34.1

26.5

2.1

11.4

26.1

0 20 40 60 80

⑩家族の介護や看護

理想

全体(n=1,022)

現実

全体(n=775)

主として妻

夫婦同程度

主として夫

わからない

無回答

(%)
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6.9 26.5 58.3 4.4

1.0

2.8

女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい
ある程度、女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい

女の子、男の子と性別による区別はせずに、個性に応じた育て方をするほうがよい

わからない
その他

無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

2.5

11.9

23.6

29.6

66.4

49.9

4.3

4.1

0.9

1.0

2.3

3.5

女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい

ある程度、女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい
女の子、男の子と性別による区別はせずに、

個性に応じた育て方をするほうがよい

わからない

その他

無回答

女性(n=529)

男性(n=487)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

3.8

5.6

6.8

7.3

5.9

9.3

20.0

23.8

24.2

33.1

23.7

30.1

24.3

60.0

61.3

65.3

53.4

62.7

56.4

55.2

10.0

7.5

1.6

6.0

4.5

3.8

3.9

0.0

1.3

1.6

0.8

1.1

1.3

0.4

0.0

2.5

1.6

0.0

0.6

2.5

6.9

女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てる方がよい

ある程度、女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい

女の子、男の子と性別による区別はせずに、

個性に応じた育て方をする方がよい

わからない その他

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

問３６ 子どもの育て方について 

問 36. あなたは、子どもをどのように育てたほうがよいとお考えですか。（〇は１つ） 

 

・子どもの育て方については、「女の子、男の子と性別による区別はせずに、個性に応じた育て方をするほうがよ

い」が 58.3%と最も高く、次いで「ある程度、女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」が

26.5%、「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるほうがよい」が 6.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

・性別でみると、女性は男性よりも「女の子、男の子と性別による区別はせずに、個性に応じた育て方をするほう

がよい」と回答する割合が高く、６６.４%となっています。一方で、男性は女性よりも「女の子は女らしく、男の子

は男らしく育てるほうがよい」の割合が高く、１１.９%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、７０歳以上で「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てる方がよい」が 9.3%と他の年代より

高くなっています。 
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47.1

22.6

13.1

40.9

54.6

48.8

31.3

8.0

39.7

0.5

5.2

1.9

2.8

0 20 40 60

男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改める

企業中心という社会全体の仕組みを改める

仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設ける

労働時間短縮や休暇制度を普及させる

男性が育児休業制度や介護休業制度を取得しやすい環境を整える

夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う

男性の仕事中心の生き方、考え方を改める

経済力や出世を求めない

小さいときから家庭や学校で家事や育児に関する教育をする

特に必要ない

わからない

その他

無回答

(%)
全体(n=1,022)

問３７ 男性が家事、育児、介護に積極的に参加するために必要なことについて 

問 37. 男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思います

か。（〇はいくつでも） 

 

・男性が家事、育児、介護に積極的に参加するために必要なことについては、「男性が育児休業制度や介護休業

制度を取得しやすい環境を整える」が５４.6%と最も高く、次いで「夫婦の間で家事などの分担をするように十

分話し合う」が 48.8%、「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改める」が 47.1%となってい

ます。 
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51.0

19.5

11.3

39.9

59.0

53.9

31.9

6.0

47.1

0.2

5.3

1.9

1.7

43.1

26.1

15.2

41.9

50.1

43.7

30.6

10.1

31.6

0.8

4.9

1.6

4.1

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改める

企業中心という社会全体の仕組みを改める

仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設ける

労働時間短縮や休暇制度を普及させる

男性が育児休業制度や介護休業制度を取得しやすい環境を整える

夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う

男性の仕事中心の生き方、考え方を改める

経済力や出世を求めない

小さいときから家庭や学校で家事や育児に関する教育をする

特に必要ない

わからない

その他

無回答

(%)

・性別にみると、女性は男性よりも「男性が育児休業制度や介護休業制度を取得しやすい環境を整える」、「夫

婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う」、「小さいときから家庭や学校で家事や育児に関する教育

をする」と回答する割合が高くなっています。 
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60.0

45.0

50.0

45.9

44.6

50.0

45.9

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

20.0

22.5

21.8

26.3

26.6

23.7

17.8

0 20 40 60 80

20.0

15.0

10.5

9.8

11.3

16.5

13.5

0 20 40 60 80

50.0

55.0

52.4

43.6

45.2

35.2

31.7

0 20 40 60 80
(MA%)

70.0

55.0

65.3

46.6

55.9

53.4

53.3

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

30.0

50.0

55.6

45.1

44.1

48.7

51.7

0 20 40 60 80

50.0

30.0

35.5

36.8

31.6

30.5

27.0

0 20 40 60 80

0.0

6.3

12.9

12.0

7.9

5.5

6.9

0 20 40 60 80
(MA%)

20.0

38.8

50.0

44.4

38.4

40.3

33.6

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

0.0

0.8

0.0

1.1

0.4

0.4

0 20 40 60 80

10.0

10.0

1.6

3.0

3.4

5.1

7.7

0 20 40 60 80

0.0

3.8

3.2

1.5

1.7

1.3

1.2

0 20 40 60 80
(MA%)

男女の役割分担に

ついての社会通念、

慣習、しきたりを

改める

企業中心という

社会全体の仕組み

を改める

仕事と家庭の両立

などの問題について

相談できる

窓口を設ける

労働時間短縮や

休暇制度を

普及させる

男性が育児休業制度や

介護休業制度を取得

しやすい環境を整える

夫婦の間で家事など

の分担をするように

十分話し合う

男性の仕事中心の

生き方、考え方

を改める

経済力や出世

を求めない

小さいときから家庭

や学校で家事や育児

に関する教育をする

特に必要ない わからない その他

・年代別にみると、２０～２９歳で「労働時間短縮や休暇制度を普及させる」が５５.０%と高くなっています。 
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5.5

9.1

64.2

14.5

7.1

0 20 40 60 80

自分自身が被害にあったことがある

友人や職場の仲間など、自分の周りに被害にあった人がいる

自分や自分の周りに被害にあった人はいない

わからない

無回答

(%)
全体(n=1,022)

8.1

8.7

64.8

12.1

6.8

2.5

9.4

64.1

16.6

7.6

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

自分自身が被害にあったことがある

友人や職場の仲間など、自分の周りに被害にあった人がいる

自分や自分の周りに被害にあった人はいない

わからない

無回答

(%)

９.夫婦間や交際相手からの暴力（DV＝ドメスティック・バイオレンス）等について 

 

問３８ セクシュアル・ハラスメントについて 

問 38. あなたは、今までに、セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）をされたことはありますか。 

（〇はいくつでも） 

 

・セクシュアル・ハラスメントについては、「自分や自分の周りに被害にあった人はいない」が６４.2%と最も高く、

次いで「わからない」が１４.5%、「友人や職場の仲間など、自分の周りに被害にあった人がいる」が 9.1%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性で「自分自身が被害にあったことがある」が８.１%と男性よりも５.６ポイント高くなっていま

す。 
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22.8

25.5

22.1

11.7

29.0

4.8

2.1

0 10 20 30 40

相手に直接抗議した

家族や友人に相談した

職場や学校に相談した

公的機関や民間の相談機関に相談した

がまんした（何もしなかった）

その他

無回答

(%)

全体(n=145)

0.0

6.3

8.9

9.0

7.9

4.7

1.2

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

6.3

14.5

12.0

7.3

10.2

6.6

0 20 40 60 80 100

90.0

75.0

65.3

66.9

68.9

66.9

52.1

0 20 40 60 80 100

10.0

12.5

11.3

11.3

13.0

13.1

20.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

自分自身が

被害にあった

ことがある

友人や職場の仲間

など、自分の周り

に被害にあった

人がいる

自分や自分の周り

に被害にあった人

はいない わからない

・年代別にみると、３０～３９歳で「友人や職場の仲間など、自分の周りに被害にあった人がいる」が１４.５%と他

の年代より高くなっています。また、２０～２９歳で「自分や自分の周りに被害にあった人はいない」が７５.０%と

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３８－１ セクシュアル・ハラスメントへの対処について 

【問 38で、「１.自分自身が被害にあったことがある」または「２.友人や職場の仲間など、自分の周りに被害に 

あった人がいる」と答えた方におたずねします。】 

問 38－１. あなたは、その時やその後にどうしましたか。（〇はいくつでも） 

 

・セクシュアル・ハラスメントへの対処については、「がまんした（何もしなかった）」が 29.0%と最も高く、次いで

「家族や友人に相談した」が 25.5%、「相手に直接抗議した」が 22.8%となっています。 
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19.8

30.2

17.4

9.3

34.9

4.7

1.2

28.1

17.5

28.1

15.8

21.1

5.3

3.5

0 10 20 30 40

女性

(n=86)

男性

(n=57)

相手に直接抗議した

家族や友人に相談した

職場や学校に相談した

公的機関や民間の相談機関に相談した

がまんした（何もしなかった）

その他

無回答

(%)

・性別にみると、女性で「がまんした（何もしなかった）」が３４.９%、男性で「相手に直接抗議した」、「職場や学校

に相談した」が２８.１%とそれぞれ高くなっています。 
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2.5

1.4

4.4

1.5

1.5

1.8

8.2

4.2

10.0

2.7

1.3

2.4

83.6

88.2

79.5

89.4

91.2

89.7

5.7

6.3

6.2

6.4

6.1

6.1

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

①身体に対する暴力※１

②あなたや家族への脅迫※２

③精神的ないやがらせ※３

④性行為の強要や性的暴力※４

⑤経済的な制約※５

⑥交友関係の制限や束縛※６

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

問３９ DV被害について 

問 39. DV とは、多くの場合、女性が夫や恋人などのパートナーから、身体的暴力や性的暴力、精神的暴

力、経済的暴力を受けることをいいますが、被害者が男性の場合もあります。あなたは、これまでに

夫や妻、あるいは恋人などから、次のようなことをされたことはありますか。（〇はそれぞれ１つずつ） 

 

・パートナーからのDV被害については、「③精神的ないやがらせ」の「何度もあった」と「１、２度あった」を合わせ

ると、14.4%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１…殴る、蹴る、物を投げつける、突き飛ばすなどの身体に対する暴行を受けた 

※２…あなた若しくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた 

※３…大切にしているものを壊す、人格を否定したりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた 

※４…いやがっているのに性的な行為を強要する、避妊に協力しないなどの性的暴力を受けた 

※５…生活費を渡さない、働きに行かせないなどの経済的な制約を受けた 

※６…電話や手紙を細かくチェックする、交友関係や外出を制限する、実家や友人に会わせないなどの束縛を受けた 
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3.0

10.6

81.3

5.1

1.8

5.7

86.2

6.2

0 20 40 60 80 100

①身体に対する暴力※１

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)

1.9

4.0

88.1

6.0

0.8

4.3

88.5

6.4

0 20 40 60 80 100

②あなたや家族への脅迫※２

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)

5.5

11.7

77.1

5.7

3.1

8.0

82.3

6.6

0 20 40 60 80 100

③精神的ないやがらせ※３

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)

2.1

4.7

87.5

5.7

0.8

0.6

91.6

7.0

0 20 40 60 80 100

④性行為の強要や性的暴力※４

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)

1.9

2.1

90.7

5.3

1.0

0.4

91.8

6.8

0 20 40 60 80 100

⑤経済的な制約※５

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)
1.5

3.0

90.0

5.5

2.1

1.8

89.5

6.6

0 20 40 60 80 100

⑥交友関係の制限や束縛※６

女性

(n=529)

男性

(n=487)

何度もあった

1、2度あった

まったくない

無回答

(%)

・性別にみると、全ての項目で男女ともに「まったくない」が多くを占める一方で、「①身体に対する暴力（殴る、蹴

る、物を投げつける、突き飛ばすなどの身体に対する暴行を受けた）」では、女性で「１、２度あった」が１０.６%、男性

が５.７%と他の項目より高くなっています。また、「③精神的ないやがらせ（大切にしているものを壊す、人格を否

定したりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた）」についても、女性で「１、２度あった」が１１.

７%、男性が８.０%と他の項目より高くなっています。  
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0.0

6.3

4.0

3.8

3.4

0.4

1.2

0.0

2.5

9.7

10.5

10.7

6.4

8.5

90.0

87.5

83.9

82.7

83.1

89.4

78.0

10.0

3.8

2.4

3.0

2.8

3.8

12.4

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

1.3

4.0

1.5

2.3

0.4

0.4

0.0

5.0

2.4

8.3

4.5

2.5

3.9

90.0

88.8

90.3

87.2

91.0

93.2

81.5

10.0

5.0

3.2

3.0

2.3

3.8

14.3

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「①身体に対する暴力（殴る、蹴る、物を投げつける、突き飛ばすなどの身体に対する暴行を受けた）」について

年代別にみると、全ての年代で「まったくない」が約８０.０%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②あなたや家族への脅迫（あなた若しくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるよ

うな脅迫を受けた）」について年代別にみると、全ての年代で「まったくない」が８０.０%を超えています。 
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0.0

1.3

2.4

2.3

2.8

1.3

0.0

0.0

2.5

2.4

3.0

3.4

3.0

2.3

90.0

92.5

91.9

91.7

92.1

91.9

82.2

10.0

3.8

3.2

3.0

1.7

3.8

15.4

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

3.8

4.8

6.8

7.3

3.0

2.3

0.0

6.3

12.1

12.8

9.6

12.3

7.3

90.0

85.0

79.8

77.4

81.4

80.9

76.1

10.0

5.0

3.2

3.0

1.7

3.8

14.3

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「③精神的ないやがらせ（大切にしているものを壊す、人格を否定したりするような暴言や無視するなどの精神

的ないやがらせを受けた）」について年代別にみると、全ての年代で「まったくない」が約８０.０%を占めていま

す。  

一方で、４０～４９歳で「何度もあった」と「１、２度あった」を合わせた『被害にあったことがある』が１９.６%と高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④性行為の強要や性的暴力（いやがっているのに性的な行為を強要する、避妊に協力しないなどの性的暴力

を受けた）」について年代別にみると、７０歳以上以外の年代で「まったくない」が９０.０%を超えています。 
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0.0

1.3

3.2

0.8

3.4

1.3

0.0

0.0

0.0

0.8

1.5

0.6

2.1

1.5

90.0

95.0

92.7

94.7

93.8

92.8

84.6

10.0

3.8

3.2

3.0

2.3

3.8

13.9

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

2.5

4.8

3.0

3.4

0.0

0.0

0.0

2.5

1.6

3.0

3.4

3.0

1.5

90.0

91.3

90.3

91.0

90.4

93.2

84.9

10.0

3.8

3.2

3.0

2.8

3.8

13.5

何度もあった

1、2度あった

まったくない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑤経済的な制約（生活費を渡さない、働きに行かせないなどの経済的な制約を受けた）」について年代別にみ

ると、７０歳以上以外の年代で「まったくない」が９０.０%を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥交友関係の制限や束縛（電話や手紙を細かくチェックする、交友関係や外出を制限する、実家や友人に会

わせないなどの束縛を受けた）」について年代別にみると、７０歳以上以外の年代で「まったくない」が９０.０%を

超えています。 
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31.0

31.0

3.3

7.0

0.9

3.3

0.5

1.4

1.4

39.4

8.5

0 10 20 30 40 50

家族や親戚

友人・知人

医療関係者

警察

町や県

弁護士や弁護士会

人権擁護委員や民生委員

学校関係者

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

(%)
全体(n=213)

問３９－１ DV経験者の相談状況 

【問 39で１つでも「何度もあった」または「１、２度あった」と答えた方におたずねします。】 

問39－１. あなたは、これまでに問39であげたような行為について、誰かに打ち明けたり、相談したりしまし

たか。（〇はいくつでも） 

 

・ＤＶ経験者の相談状況については、「家族や親戚」と「友人・知人」の割合がともに 31.0%で最も高くなってい

ます。一方で、「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合は 39.4%を占めています。 
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34.3

31.3

3.7

6.0

0.0

2.2

0.7

1.5

1.5

38.1

7.5

24.7

29.9

2.6

7.8

2.6

5.2

0.0

1.3

1.3

41.6

10.4

0 10 20 30 40 50

女性

(n=134)

男性

(n=77)

家族や親戚

友人・知人

医療関係者

警察

町や県

弁護士や弁護士会

人権擁護委員や民生委員

学校関係者

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

(%)

・性別でみると、女性は男性よりも「家族や親戚」と回答する割合が高く、３４.３%となっています。一方で、男性

は女性よりも「どこ（だれ）にも相談しなかった」と回答する割合が高く、４１.６%となっています。 

 

  



88 

 

7.1

14.3

21.4

3.6

20.2

21.4

22.6

2.4

44.0

4.8

4.8

0 10 20 30 40 50

どこに（だれに）相談したらよいのかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると仕返しを受けると思った

自分さえ我慢したらやっていけると思った

他人を巻き込みたくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

(%)

全体(n=84)

問３９－２ どこにも相談しなかった理由 

【問 39－１で「10.どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方におたずねします。】 

問 39－２. どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（〇はいくつでも）  

 

・どこにも相談しなかった理由については、「相談するほどのことではないと思った」が 44.0%と最も高く、次い

で「自分にも悪いところがあると思った」が 22.6%、「相談しても無駄だと思った」と「他人を巻き込みたくなかっ

た」がともに 21.4%となっています。 
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7.8

17.6

21.6

3.9

21.6

21.6

17.6

2.0

45.1

3.9

5.9

6.3

9.4

21.9

3.1

15.6

21.9

31.3

3.1

40.6

6.3

3.1

0 10 20 30 40 50

女性

(n=51)

男性

(n=32)

どこに（だれに）相談したらよいのかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると仕返しを受けると思った

自分さえ我慢したらやっていけると思った

他人を巻き込みたくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

(%)

・性別でみると、女性は男性よりも「恥ずかしくて誰にも言えなかった」と回答する割合が高く、１７.６%となって

います。また、男性は女性よりも「自分にも悪いところがあると思った」と回答する割合が高く、３１.３%となって

います。 
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65.9

63.2

20.3

24.4

29.6

35.5

50.9

3.7

5.3

0 20 40 60 80

家庭で子どもに対し、暴力をふるわないことや
人権・男女平等に関する教育を行う

学校で、暴力をふるわないことや
人権・男女平等に関する教育を行う

暴力防止のための広報・啓発活動を行う

暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる

地域で見守りなどのネットワークづくりを行う

加害者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う

加害者への罰則を強化する

その他

無回答

(%)

全体(n=1,022)

問４０ ＤＶを防ぐために必要だと思うこと 

問 40. DVを防止するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・DVを防ぐために必要だと思うことについては、「家庭で子どもに対し、暴力をふるわないことや人権・男女平等

に関する教育を行う」が６５.9%と最も高く、次いで「学校で、暴力をふるわないことや人権・男女平等に関する

教育を行う」が 63.2%、「加害者への罰則を強化する」が 50.9%となっています。 
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66.7

63.9

17.2

24.8

28.7

39.5

53.5

4.0

4.7

65.3

62.8

23.8

24.2

31.0

31.2

48.0

3.5

5.5

0 20 40 60 80

女性

(n=529)

男性

(n=487)

家庭で子どもに対し、暴力をふるわないことや人権・男女平等に
関する教育を行う

学校で、暴力をふるわないことや人権・男女平等に関する教育を行う

暴力防止のための広報・啓発活動を行う

暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる

地域で見守りなどのネットワークづくりを行う

加害者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う

加害者への罰則を強化する

その他

無回答

(%)

・性別でみると、女性は男性よりも「加害者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う」と回答する割合が高

く、３９.５%となっています。男性は女性に比べて「暴力防止のための広報・啓発活動を行う」の割合が高く、２３.

８%となっています。 
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60.0

61.3

65.3

66.2

64.4

72.0

63.3

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

50.0

60.0

61.3

60.2

58.8

71.6

62.5

0 20 40 60 80

20.0

18.8

15.3

18.8

15.8

22.9

24.7

0 20 40 60 80

30.0

16.3

22.6

15.0

22.0

31.8

27.4

0 20 40 60 80
(MA%)

30.0

30.0

30.6

28.6

27.7

36.9

24.7

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

40.0

35.0

50.0

38.3

37.9

28.4

32.0

0 20 40 60 80

50.0

63.8

66.1

57.1

55.9

47.0

37.1

0 20 40 60 80

10.0

3.8

9.7

3.8

4.5

1.7

1.9

0 20 40 60 80
(MA%)

家庭で子どもに対し、暴力

をふるわないことや

人権・男女平等に関する

教育を行う

学校で、暴力を

ふるわないことや

人権・男女平等に

関する教育を行う

暴力防止のため

の広報・啓発

活動を行う

暴力を助長する

おそれのある

情報を取り締まる

地域で見守りなどの

ネットワークづくり

を行う

加害者に対し、二度

と繰り返さないため

の教育を行う

加害者への

罰則を

強化する
その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「加害者への罰則を強化する」が６６.１%と高くなっています。また、６０～６９歳

で「学校で、暴力をふるわないことや人権・男女平等に関する教育を行う」が７１.６%と他の年代より高くなって

います。 
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25.3

22.4

11.2

43.2

21.7

32.6

27.7

16.2

1.9

3.6

0 10 20 30 40 50

地域の社会通念や慣習を見直すための啓発活動を充実すること

地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること

女性のリーダーを養成するための講習会などを開催すること

様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること

地域活動やボランティア活動についての情報提供を充実すること

男性も女性も積極的に地域活動に参加すること

家族の理解と協力を得ること

わからない

その他

無回答

(%)
全体(n=1,022)

１０.地域活動への参加などについて 

 

問４１ 地域社会での男女共同参画を積極的に進めるために必要だと思うこと 

問 41. あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に進めるためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

・地域社会での男女共同参画推進に必要だと思うことについては、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活

動の時間帯を工夫すること」が 43.2%と最も高く、次いで「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」が

32.6%、「家族の理解と協力を得ること」が 27.7%となっています。 
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21.0

15.5

7.0

44.8

20.4

30.2

30.1

19.7

1.7

3.0

30.2

30.0

15.8

41.3

23.2

34.9

25.3

12.3

2.1

4.3

0 10 20 30 40 50

女性

(n=529)

男性

(n=487)

地域の社会通念や慣習を見直すための啓発活動を充実すること

地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること

女性のリーダーを養成するための講習会などを開催すること

様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること

地域活動やボランティア活動についての情報提供を充実すること

男性も女性も積極的に地域活動に参加すること

家族の理解と協力を得ること

わからない

その他

無回答

(%)

・性別にみると、男性は女性よりも「地域の社会通念や慣習を見直すための啓発活動を充実すること」、「地域活

動のリーダーに女性を積極的に登用すること」、「女性のリーダーを養成するための講習会などを開催するこ

と」、「地域活動やボランティア活動についての情報提供を充実すること」、「男性も女性も積極的に地域活動に

参加すること」と回答する割合が高くなっています。 
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20.0

20.0

19.4

22.6

22.6

30.5

29.0

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

10.0

18.8

16.1

23.3

19.8

23.7

27.4

0 20 40 60

0.0

6.3

5.6

11.3

9.0

10.6

17.8

0 20 40 60

50.0

48.8

46.8

42.1

40.1

49.2

36.7

0 20 40 60
(MA%)

20.0

13.8

21.0

20.3

19.8

25.0

23.9

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

30.0

27.5

35.5

31.6

27.7

36.9

32.8

0 20 40 60

20.0

23.8

32.3

34.6

23.7

30.9

23.2

0 20 40 60

20.0

23.8

14.5

15.0

19.2

12.7

15.8

0 20 40 60
(MA%)

0.0

2.5

4.8

2.3

2.3

0.4

1.2

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(MA%)

地域の社会通念や慣習を

見直すための啓発活動を

充実すること

地域活動のリーダー

に女性を積極的

に登用すること

女性のリーダー

を養成するため

の講習会などを

開催すること

様々な立場の人達

が参加しやすい

よう活動の時間帯を

工夫すること

地域活動やボランティア

活動についての情報提供

を充実すること

男性も女性も積極的

に地域活動に

参加すること

家族の理解と

協力を得ること わからない

その他

・年代別にみると、７０歳以上で「女性のリーダーを養成するための講習会などを開催すること」が１７.８%と他の

年代より高くなっています。 
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2.9

22.9 25.6 7.3 38.2 3.0

十分に参画できている

ある程度参画できている

あまり参画できていない

まったく参画できていない

わからない 無回答

全体(n=1,022)

(%)
0 20 40 60 80 100

1.9

3.9

20.0

25.9

23.3

28.1

9.3

5.3

42.7

33.5

2.8

3.3

十分に参画できている

ある程度参画できている

あまり参画できていない

まったく参画できていない

わからない 無回答

女性(n=529)

男性(n=487)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

1.3

0.8

3.8

1.1

5.1

3.5

20.0

15.0

15.3

22.6

25.4

25.0

25.9

10.0

13.8

21.0

28.6

22.6

28.8

29.7

0.0

7.5

8.9

9.8

6.2

7.2

6.6

70.0

61.3

53.2

33.8

44.1

32.2

25.9

0.0

1.3

0.8

1.5

0.6

1.7

8.5

十分に参画できている

ある程度参画できている

あまり参画できていない まったく参画できていない

わからない 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

１１.男女共同参画の取組について 

 

問４２ 地域活動や方針決定の場への女性の参画状況について 

問 42. 自治会や様々な地域活動・町政における企画づくりや方針決定の場への女性の参画状況について、

あなたはどう思いますか。（〇は１つ） 

 

・地域活動や政策決定の場への女性の参画状況については、「まったく参画できていない」と「あまり参画できて

いない」を合わせた『参画できていない』の割合が３２.9%、「ある程度参画できている」と「十分に参画できてい

る」を合わせた『参画できている』の割合が２５.8%となっています。また、「わからない」が約４割（38.2%）を占

めています。 

 

 

 

 

 

・性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、２０～２９歳で「わからない」が６１.３%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 
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19.7

60.7

52.3

63.8

15.8

14.6

58.0

45.2

6.8

3.8

40.1

21.0

7.9

38.4

27.7

34.8

28.6

44.6

36.3

29.4

29.3

31.5

20.1

27.2

37.4

30.7

37.9

8.0

8.8

3.9

34.7

44.7

8.4

20.8

56.9

71.7

28.5

37.4

57.2

4.1

3.6

4.1

3.7

4.9

4.4

4.2

4.7

4.8

4.4

4.2

4.2

4.1

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた 無回答

①男女共同参画社会基本法

②男女雇用機会均等法

③配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護等に関する法律 （ＤＶ防止法）

④ストーカー規制法

⑤女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律（女性活躍推進法）

⑥女子差別撤廃条約

⑦ジェンダー（社会的・文化的に
形成された性別）

⑧ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

⑨ポジティブ・アクション
（積極的格差是正措置）

⑩リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）

⑪LGBTQ

⑫ジェンダーアイデンティティ

⑬太子町男女共同参画プラン

(%)
0 20 40 60 80 100

全体(n=1,022)

問４３ 男女共同参画に関する用語の認知状況 

問 43. 男女共同参画に関する次の「ことがら」について、見たり聞いたりしたことはありますか。 

（〇はそれぞれ１つずつ） 

 

・男女共同参画に関する用語の認知状況については、「言葉も意味も知っている」割合が「④ストーカー規制法」

で６３.8%と最も高く、次いで「男女雇用機会均等法」が６０.7%、「⑦ジェンダー（社会的・文化的に形成された

性別）が５８.0%となっています。 

一方、「聞いたことはあるが意味は知らない」割合は「⑤女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

（女性活躍推進法）」が４４.6%と最も高く、次いで「①男女共同参画社会基本法」が３８.4%、「⑫ジェンダーアイ

デンティティ」が３７.4%となっています。「はじめて聞いた」割合は、「⑩リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生

殖に関する健康と権利）」が７１.７%と最も高く、７割を占めています。 
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16.3

41.0

39.1

3.6

23.6

35.3

36.6

4.5

0 10 20 30 40 50

①男女共同参画社会基本法

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

57.5

30.1

9.3

3.2

64.3

25.1

6.6

4.1

0 20 40 60 80

②男女雇用機会均等法

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

63.9

28.9

4.2

3.0

63.9

28.5

3.3

4.3

0 20 40 60 80

④ストーカー規制法

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

15.1

45.2

35.2

4.5

16.6

43.9

34.3

5.1

0 10 20 30 40 50

⑤女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

15.1

37.4

44.0

3.4

14.0

35.3

45.6

5.1

0 10 20 30 40 50

⑥女子差別撤廃条約

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

52.0

35.9

8.5

3.6

52.6

33.9

9.0

4.5

0 20 40 60

③配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

・多くの項目において性別による大きな差はありませんが、女性は男性よりも「⑦ジェンダー（社会的・文化的に

形成された性別）」において「言葉も内容も知っている」と回答する割合が高く、１３.６ポイントの差があります。一

方で、男性は女性よりも「聞いたことはあるが意味は知らない」と回答する割合が高く、１２.０ポイントの差があり

ます。 
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64.5

23.6

8.3

3.6

50.9

35.9

8.4

4.7

0 20 40 60 80

⑦ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

42.0

30.2

23.3

4.5

48.9

28.3

18.1

4.7

0 20 40 60

⑧ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

6.4

29.7

59.4

4.5

7.2

33.7

54.2

4.9

0 20 40 60 80

⑨ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

4.2

18.1

74.3

3.4

3.3

22.2

69.2

5.3

0 20 40 60 80

⑩リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

22.5

38.0

35.7

3.8

19.1

37.2

39.2

4.5

0 10 20 30 40 50

⑫ジェンダーアイデンティティ

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)
42.3

25.9

28.2

3.6

37.6

29.0

28.7

4.7

0 10 20 30 40 50

⑪ LGBTQ

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

5.7

32.5

58.4

3.4

10.3

29.0

56.1

4.7

0 20 40 60 80

⑬太子町男女共同参画プラン

女性

(n=529)

男性

(n=487)

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが
意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

(%)

 

  



100 

 

60.0

30.0

27.4

11.3

13.6

19.5

20.1

30.0

42.5

33.9

35.3

41.8

38.6

38.2

10.0

26.3

37.9

51.9

42.4

38.1

32.4

0.0

1.3

0.8

1.5

2.3

3.8

9.3

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

60.0

46.3

54.8

62.4

72.9

64.0

55.6

30.0

40.0

33.1

25.6

21.5

25.4

28.6

10.0

12.5

11.3

10.5

4.0

8.5

6.2

0.0

1.3

0.8

1.5

1.7

2.1

9.7

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「①男女共同参画社会基本法」について年代別にみると、２０～３９歳で「言葉も意味も知っている」が約３０.

０%を占めています。一方で、４０～４９歳で「はじめて聞いた」が５１.９%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「②男女雇用機会均等法」について年代別にみると、５０～５９歳で「言葉も意味も知っている」が７２.９%と高く

なっています。 
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60.0

43.8

49.2

52.6

62.1

55.5

45.9

30.0

42.5

39.5

36.1

28.8

32.6

36.3

10.0

12.5

9.7

9.8

6.2

9.7

7.7

0.0

1.3

1.6

1.5

2.8

2.1

10.0

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

50.0

50.0

57.3

69.9

79.1

65.3

56.8

50.0

33.8

36.3

26.3

17.5

29.7

30.5

0.0

15.0

5.6

2.3

2.3

2.5

3.1

0.0

1.3

0.8

1.5

1.1

2.5

9.7

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「③配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」について年代別にみると、５０

～５９歳で「言葉も意味も知っている」が６２.１%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「④ストーカー規制法」について年代別にみると、５０～５９歳で「言葉も意味も知っている」が７９.１%と高くなっ

ています。 
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40.0

20.0

17.7

14.3

20.9

12.7

12.7

40.0

40.0

51.6

47.4

45.8

41.9

42.9

20.0

38.8

29.8

33.8

31.6

42.4

32.4

0.0

1.3

0.8

4.5

1.7

3.0

12.0

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

30.0

25.0

18.5

13.5

10.7

11.4

14.7

30.0

32.5

46.0

33.1

32.8

37.7

35.9

40.0

40.0

33.9

49.6

54.8

48.7

39.0

0.0

2.5

1.6

3.8

1.7

2.1

10.4

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑤女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」について年代別にみると、６０～６９

歳で「はじめて聞いた」が４２.４%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑥女子差別撤廃条約」について年代別にみると、５０～５９歳で「はじめて聞いた」が５４.８%と高くなっていま

す。 
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80.0

73.8

71.0

76.7

68.9

52.1

34.4

20.0

21.3

25.0

20.3

22.0

36.9

37.5

0.0

3.8

3.2

1.5

6.8

8.9

17.0

0.0

1.3

0.8

1.5

2.3

2.1

11.2

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

70.0

71.3

53.2

60.9

55.4

39.8

22.0

10.0

16.3

28.2

24.8

23.2

32.2

38.6

20.0

11.3

17.7

12.0

20.3

24.6

27.0

0.0

1.3

0.8

2.3

1.1

3.4

12.4

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない
はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑦ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」について年代別にみると、２０～５９歳で「言葉も意味も知

っている」が約７０.０%を占めています。一方で、７０歳以上で「はじめて聞いた」が１７.０%と他の年代より高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑧ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」について年代別にみると、２０～２９歳で「言葉も意味も知っ

ている」が７１.３%と高くなっています。 
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10.0

13.8

5.6

5.3

6.2

5.1

7.7

40.0

26.3

29.8

33.8

31.6

35.6

28.2

50.0

58.8

63.7

56.4

60.5

56.4

52.5

0.0

1.3

0.8

4.5

1.7

3.0

11.6

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.0

10.0

7.3

2.3

2.8

1.7

3.5

10.0

18.8

16.1

21.1

16.4

24.2

20.5

80.0

70.0

75.8

74.4

79.1

72.0

64.1

0.0

1.3

0.8

2.3

1.7

2.1

12.0

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らない

はじめて聞いた 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑨ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置）」について年代別にみると、２０～２９歳で「言葉も意味も知っ

ている」が１３.８%と他の年代より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑩リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」について年代別にみると、５０～５９歳で

「はじめて聞いた」が７９.１%と高くなっています。 
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60.0

66.3

53.2

53.4

52.0

29.7

19.7

20.0

13.8

34.7

27.1

23.2

32.6

26.3

20.0

18.8

9.7

18.0

24.3

35.6

42.5

0.0

1.3

2.4

1.5

0.6

2.1

11.6

言葉も意味も知っている 聞いたことはあるが意味は知らない はじめて聞いた 無回答

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない

はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

40.0

28.8

29.0

27.1

24.3

15.7

13.5

30.0

31.3

35.5

41.4

37.9

43.6

32.8

30.0

38.8

33.9

30.1

36.2

38.6

42.5

0.0

1.3

1.6

1.5

1.7

2.1

11.2

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない はじめて聞いた

無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑪ＬGＢＴＱ」について年代別にみると、２０～５９歳で「言葉も意味も知っている」が５０.０～６０.０%を超えて

います。一方で、７０歳以上では「はじめて聞いた」が４２.５%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⑫ジェンダーアイデンティティ」について年代別にみると、３０～３９歳で「言葉も意味も知っている」が２９.０%

と他の年代より高くなっています。また、６０～６９歳で「聞いたことはあるが意味は知らない」が４３.６%と高くな

っています。 
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20.0

5.0

4.8

3.8

5.6

12.3

9.7

10.0

18.8

21.8

28.6

30.5

29.7

41.7

70.0

75.0

72.6

65.4

62.1

55.9

37.8

0.0

1.3

0.8

2.3

1.7

2.1

10.8

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない

はじめて聞いた 無回答

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

(%)
0 20 40 60 80 100

・「⑬太子町男女共同参画プラン」について年代別にみると、２０～３９歳で「はじめて聞いた」が７０.０%を超えて

います。一方で、６０～６９歳で「言葉も意味も知っている」が１２.３%と他の年代より高くなっています。 
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31.2

45.0

21.4

31.1

37.4

37.4

17.2

20.5

12.4

28.0

18.1

8.9

16.6

2.2

6.8

0 10 20 30 40 50

広報紙や講演会などによる男女の平等と
相互理解についての啓発

学校などにおける男女平等教育の推進

社会教育・生涯学習の場での学習の充実

職場における男女均等な取扱いについての周知徹底を図る

保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実

介護サービスの充実

検診体制や相談など健康に関する事業の充実

地域活動における男女共同参画の推進

審議会等の委員への女性の登用

女性の就労支援の充実

地域での女性リーダーの育成

男女共同参画センターの充実

政治分野における女性リーダーの増加

その他

無回答

(%)

全体(n=1,022)

問４４ 男女共同参画の推進に必要だと思う施策 

問 44. 男女共同参画社会を実現するために、今後、太子町ではどのようなことが必要だとお考えですか。

（〇はいくつでも） 

 

・男女共同参画の推進に必要だと思う施策については、「学校などにおける男女平等教育の推進」が 45.0%と

最も高く、次いで「保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実」と「介護サービスの充実」がともに

37.4%、「広報紙や講演会などによる男女の平等と相互理解についての啓発」が 31.2%となっています。 
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24.8

47.4

19.3

33.6

40.6

41.0

18.9

14.6

9.3

33.5

14.0

6.4

15.5

1.5

7.0

38.4

42.3

23.8

28.3

33.9

33.5

15.6

26.9

16.0

22.2

22.8

11.7

17.9

2.7

6.2

0 10 20 30 40 50

女性

(n=529)

男性

(n=487)

広報紙や講演会などによる男女の平等と相互理解についての啓発

学校などにおける男女平等教育の推進

社会教育・生涯学習の場での学習の充実

職場における男女均等な取扱いについての周知徹底を図る

保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実

介護サービスの充実

検診体制や相談など健康に関する事業の充実

地域活動における男女共同参画の推進

審議会等の委員への女性の登用

女性の就労支援の充実

地域での女性リーダーの育成

男女共同参画センターの充実

政治分野における女性リーダーの増加

その他

無回答

(%)

・性別にみると、女性は男性よりも「女性の就労支援の充実」と回答する割合が高く、１１.３ポイントの差がありま

す。一方で、男性は女性よりも「広報紙や講演会などによる男女の平等と相互理解についての啓発」と回答する

割合が高く１３.６ポイントの差があり、「地域活動における男女共同参画の推進」では１２.３ポイントの差がありま

す。 
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20.0

12.5

16.1

25.6

28.8

37.3

44.0

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

50.0

50.0

54.0

42.1

44.6

45.8

40.2

0 20 40 60

20.0

28.8

26.6

19.5

14.1

24.6

19.7

0 20 40 60

10.0

31.3

37.1

34.6

27.7

36.4

24.7

0 20 40 60
(MA%)

40.0

45.0

50.8

46.6

30.5

41.5

25.1

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

40.0

31.3

30.6

28.6

40.1

44.9

37.8

0 20 40 60

10.0

15.0

18.5

21.8

14.1

16.5

18.1

0 20 40 60

30.0

12.5

11.3

16.5

19.2

25.0

25.5

0 20 40 60
(MA%)

20.0

7.5

8.9

10.5

10.2

14.0

16.6

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

40.0

30.0

43.5

35.3

26.6

30.1

15.1

0 20 40 60

0.0

12.5

13.7

14.3

17.5

19.1

24.3

0 20 40 60

10.0

10.0

11.3

6.0

5.1

8.9

11.6

0 20 40 60
(MA%)

10.0

12.5

18.5

16.5

11.3

19.1

18.9

0 20 40 60

18・19歳
(n=10)

20～29歳
(n=80)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=133)

50～59歳
(n=177)

60～69歳
(n=236)

70歳以上
(n=259)

0.0

2.5

3.2

2.3

2.8

0.8

2.3

0 20 40 60
(MA%)

広報紙や講演会など

による男女の平等と

相互理解に

ついての啓発

学校などにおける

男女平等教育

の推進

社会教育・生涯学習

の場での

学習の充実

職場における男女均

等な取扱いについて

の周知徹底を図る

保育サービスや

学童保育などの

子育て支援の充実

介護サービス

の充実

検診体制や相談

など健康に関する

事業の充実

地域活動における

男女共同参画

の推進

審議会等の

委員への女性

の登用
女性の就労支援

の充実

地域での女性

リーダーの育成

男女共同参画

センターの充実

政治分野における

女性リーダー

の増加 その他

・年代別にみると、３０～３９歳で「保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実」が５０.８%と他の年代より

高くなっています。また、７０歳以上で「広報紙や講習会などによる男女の平等と相互理解についての啓発」が４

４.０%と高くなっています。 
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Ⅲ 自由意見 

 

今後の太子町のまちづくりや男女共同参画社会の実現に向けた取組について、ご意見・ご要望があればどん 

なことでも結構です。ご自由にお書きください。 

 

・意見の詳細 

意見の詳細については、下記の通りとなっています。 

 

【男性 １８・１９歳】 

※「男性 １８・１９歳」では、男女共同参画の推進についてのご意見はありませんでした。 

 

【女性 １８・１９歳】 

・お互いがお互いを認め合おうという姿勢が大切だと思います。少しずつでも男女平等社会が進められたらい

いなと思います。 

 

【男性 ２０～２９歳】 

・このアンケートの結果はどのように活かされるのでしょうか?町会議員の女性の比率が下がってしまったことが

気がかりです。 

・質問が仕事をしている人や結婚している人に向けた内容なので、答えられない所や分らない所がたくさんあり

ました。 

 

【女性 ２０～２９歳】 

・私は今の仕事が好きです。でも、結婚をして子どもが生まれたとき、どうしても女性ばかりが育児するのは違う

と思います。１人目の子どもならなおさらだと思います。だから私が出産をするころには、男性も育児休暇を当た

り前に取れる日常が来ることを願っております。 

・女性がするべきことを増やしている気がする。得意な人がやればいい。講演も話が長いだけで聞きに来るのは

高齢者だけ。若い人はお金と時間がない。ボランティアをするのは、心に余裕がある人だけ。男性女性関係な

い。 

・性別関係なく誰もが暮らしやすい社会を願ってさまざまな取組ができたらいいなと思っています。 

・質問の数が多すぎます。こんなにたくさんの質問をするのであれば謝礼があってもいいと思います。分厚い冊

子で書きにくいのでＷＥＢアンケートにしてほしいです。 

・保育園に入れなければ、女性は働くことができません。待機児童をなくすことが１番です!早急に! 

・どの年代の人でも分かりやすいようにする。 
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【男性 ３０～３９歳】 

・この調査がＷＥＢでないのがありえない。もっと今のいい所を太子町にも取り入れてほしい。 

・そもそも本当に全ての女性が社会に参画(主に仕事)したいのか、仕事を本当はしたくないけど、家庭の状況

的に仕方なく社会(仕事)に参画しているのではないかとも思う。もっと仕事か家庭かを自由に選べる世になっ

てほしい。 

・「男女共同参画社会」という言い方がだめだと思う。 

・取組おつかれさまです。アンケートをもとにどんなことに活用されたかお知らせがあれば、アンケートに答えた

人も納得しやすいと思います。 

 

【女性 ３０～３９歳】 

・共働きをしている核家族が多いので、会社内で必ず男性の育児休暇の徹底をすることによって女性だけがし

んどい思いをしない社会にする。母子、父子の場合は、ベビーシッターが電話をしたらすぐ来るような手軽なシ

ステムにし２４時対応できるようにする。４人以上の子を持つ核家族や母子、父子のための子育て支援の充実と

その親の精神的カウンセリングの徹底。母子、父子だけの集い(カウンセラーも含む)。 

・保育所を増やす。１９：００まで預けられる保育所(認可)を石海地区にも作る（時短勤務をしていると仕事を頑

張っても評価されないから）。そもそも保育所などの環境が整っていないと女性が働くのは難しい。現状、女性

が子育てをする、時短勤務をするという固定概念があるのがおかしい。夫も親の自覚をもって子育てをする、で

きるような環境や会社の理解が必要。 

・共働きが増えている時代なのに学童が８時からはかなり無理があり、仕事をやめるしかない。男女平等に働け

る社会を目指すなら学童もこども園と同じく７時から１９時までにするべきでは?シングルマザーはやっていけな

いと思う。 

・所属自治会を記入すると、ある程度人物が特定されるので、記入欄はなくしたほうがいい。 

・いつもありがとうございます。今後も太子町が住みやすいよりよい市になるようにどうか、よろしくお願いいた

します。 

・私は古い考えの者で、「男が働き、女が家を守る」という概念を捨てきれずにいます。家庭の形は様々なので、

その家庭によって価値観も違いますから、役場の方々も大変だと思いますが頑張ってください。 

・こんなアンケートを書かせるなら行動で示してもらいたいです。紙を無駄にしていると思います。こんな手間暇

とらせないでほしいです。 

 

【男性 ４０～４９歳】 

・女性が活躍できる社会の実現には、個々の考えを尊重しあえる社会をつくることが必要だと考えます。男性も

女性もそれぞれ生活の中で重きを置くものが違うので、それが、仕事・キャリア、家庭、子育て…もしくは、キャリ

アと子育てなど、「どちらも充実させたい」という考えの人もいるので、それぞれが望む生活をかなえられるフォ

ローを自治体にしてもらえたらなと思います。 

・どんな活動をしても男女の偏りはでるものだから、慣習と言って排斥するのも、平等と言って無理に矯正する

のもやりすぎだと思う。少数派が不安、不便なく参加できる状態であればそれでいいと思う。 
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【女性 ４０～４９歳】 

・女性リーダーや女性が今まで以上に頑張ることよりも、まちづくりなど社会的な活動においては、男性(若手)

がもっと積極的に関わることに対して社会が理解を示すべき。 

 

【男性 ５０～５９歳】 

・ジェンダーレスの時代に男女共同参画という男女をわける取組をするのか。そんなことは関係なく平等な人権

社会を目指すべきでないか。 

・性差により被害や不利益を被っている人の現実や状況を見つめる目を持ち、本当のあるべき姿を個々人が思

考していくことが求められている。 

・これまで男性が前に出て動いてきた社会をスピーディーに男女共同参画社会にするためには、混乱することが

あっても、一定期間男性が後方にまわり、女性が男性より前に出て動く社会を作る必要がある、政治において

も、地域活動においても。ある程度普及したら、男性も前に出てきたらよい。 

・現状、自主的な自治会、社会活動への参加を待っているとどうしても男性の割合が多くなってしまいがちにな

る。まず自治会単位、隣保単位から女性の参加割合を増やす必要があると思う。隣保長協議員の女性参加を促

す策が必要だと思う。 

・男女ともに意識改革が必要。 

・素晴らしいプランが策定される事を期待します。 

・男女共同参画社会への取組はいいと思うが、自治会内での女性の参加を強制的に近い型で参加させるのは

あまり好ましくないと思う(男性も同様)。本人が進んで参加できるような体制にしてほしいと思います。 

・太子町がよくなればと思い、アンケートに答えたがここまでボリュームが多いと時間がかかりすぎる。次回はも

うアンケートを無視すると思う。 

・自治会の集まりにおいて、「鵤寺の自治会代表として会長が参加するのは男性の自治会長でなければならな

い」、「礼服で出席しなければならない」と言っていましたが、本当でしょうか?女は神社仏閣祭事には参加しては

ならないのでしょうか?そのことで、「自治会長は男性でなければならない」と長老諸氏が言っておられました。こ

のような考えが満延しています 

・アンケートが長すぎます。    

 

【女性 ５０～５９歳】 

・男女共同参画というものにまだ興味がないので、要望はありません。今は、仕事がしたいけれど夫の扶養に入

っている影響で思うだけ仕事ができない。でも今の仕事は好きだから変えたくなくて、この雇用制度はなんとか

ならないものか、と常々思っています。「夫の扶養」という制度自体、平等ではない気がします。 

・このアンケートの意義がよくわからない必要なのか? 

・男性、女性で考えるのではなく、1人の人間としての考えを尊重して、女性にしかできないこと、男性にしかでき

ないこともあるので、まずはそこを大切にする。その上で、個人の能力を伸ばしていく取組が大切だと思います。

「仕事も、家庭も、子育ても、社会も」と女性への負担が大きすぎて「女性の幸せ」が制限されているように思い

ます。なので、結婚して子どもを産んで育てて。また、社会復帰できるような社会をつくることが希望です。人は

いつまでも必要とされたいですし。人を助けたい気持ちを持っていると思います。 

・男女どうのこうのより、水道代の値上げが納得いかない!!男女どうのこうのより、生活が大切!!税金高いです。 
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・とくに農家の多い古い地域では、男尊女卑や年功序列がひどいのでその世代が消えないとなかなか難しいと

思う。 

・男性に、柔軟な考え方ができる人が少ないのでは…「女性は外で働いて、家でも働いて、それが当たり前」と思

っている人が多くありませんか。 

・小・中学校の PTA・子ども会への不介入がひどすぎるし、今まで通りばかりで、状況にあっていない。正直、集

金や配布物は個人情報を広めたくないのであれば学校でやればスムーズで合理的だと思います。今は、母同士

でもつながりは薄く、女性もみんな仕事や育児で疲れきっている上に負担になっているし、女性ばかりがやらな

いといけなくなるのは学校のせいとしか思えない。学校が女性(母)に負担を強いるのは本末転倒でしょう。それ

で平等を教育するとか言われても…すぐにでも改善してほしい。 

 

【男性 ６０～６９歳】 

・女性本人に実力があってリーダーになられる場合はいいと思うが、むりやり「女性、女性」と言うのはおかしいと

感じる。 

・女の人も町長選に出てください一票入れます。 

・町としての「パートナーシップ制度」の条例化。 

・「人達」は「人たち」とするべき。ＷＥＢアンケートにして、ＷＥＢアンケートの結果を広報にのせて！！ 

 

【女性 ６０～６９歳】 

・たくさんありすぎてかけません。 

・アンケートも重要ですが、しっかり活用してほしい。また、アンケートによって何か対応されたのなら結果が知り

たい。 

・「女性だから」という理由でとりあえず登用するのではなく、仕事のできる人だから登用すること。平等をふりか

ざし、秩序のない、道徳のない平等はおかしい。ＬＧＢＴＱを学校で推進するのはやめてもらいたい。 

 

【男性 ７０歳以上】 

・本アンケート調査で無作為に抽出していただき、ありがとう。しかしながら、私は非公然で「聴覚障がい者」であ

り、全問に基礎資料の一助に成り得るか否か?次回以降この種のアンケートは、「聴覚障がい者」に依頼は十二

分に検討・配慮をお願いします。 

・女性が仕事をしたり、地域活動に参加したりするのは現時点ではハードルが高すぎる。ハード面での支援が具

体的にどのように行われているかを周知することと、家庭や職場での意識改革は本当にできるのかが疑わし

い。ある程度の強制力とこれからの子どもへの平等意識の植えつけが必須。 

・町政への女性の参画(女性の町会議員を増やす)。また、議員とは別ルートでも意見を把握する。 

・アンケート調査はもっと部数を少なく。 

・アンケートそのものに、本当に意味があるのかな?「具体的にこの様なことをやりたい…ご意見は?」なら答えら

れるが。 

・特に女性に限定することなく、自然に女性が参画できる環境を作ることが大事。 

・太子町の町民だけではできないこととは思いますが、今の社会は格差社会なので、「ピラミッド型社会」をなく

すことができないと男女社会はこないのでは(…平等は?)。 
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・女性重視的な表現(女性リーダー)があるかぎり男女共同参画社会ではないと思う。 

・設問が多すぎてうんざり。 

・広報することによる意識改革を行う。繰り返し、繰り返しあらゆる手段で行う。 

 

【女性 70歳以上】 

・女性の方はいざとなったら男性の方に聞いてくださいではなく自分の意見もはっきり言えるように。また、そう

いう場があればいいと思います。 

・調査対象者、認知症のため代筆。回答は「わからない」が多い。問 13は答えられた所だけ記入。 

・問 43について意味まで知っている人は少ないと思います。理解してもらうために、町報などにその意味を掲

載するなどの広報をしたらどうでしょうか? 

・政治分野における女性リーダーの増加。 

・現実として、高齢男性の頭の中が変わらなければ何の進歩も無いと思います。 

・早くに離婚したので書けないこともありました。 

・今回無作為に選ばれ、アンケート協力依頼があり、記入させて頂きましたがあまりにも項目が多く、また男女共

同参画についての質問は正直記入する際困りました。日頃から関心を持っている訳ではないのでできれば関心

のある方に記入していただけたらと思いました。住民の方にはこの取組は広く浸透しているのか疑問です。ただ

このアンケート依頼により多少なりとも理解することができました。ありがとうございました。 

・高齢者ですので、このアンケートを考えるのは難しいです。 
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Ⅳ 資料編（調査票） 
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